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佐
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伊
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大
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乃
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令和4年4月生まれ

安
あ
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令和4年4月生まれ

寺
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崎
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 琢
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也
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ちゃん
（成田）

令和4年4月生まれ

　
金
毘
羅
参
り
は
、
江
戸
時
代
に
各
地
の
有
名
な
社し
ゃ

寺じ

で
霊
験
（
ご
利り

益や
く

）
が
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
経
済
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
人
々
が
遠
隔
地
の
社
寺
へ
参
拝
す
る
こ
と
が
物も
の

見み

遊ゆ

山さ
ん

を
兼
ね
た
旅
と
し
て
広
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
ん
ま
ち
地
区
に
あ
る
熊
野
神
社
境
内
に
は
「
金
毘
羅　
文
化
十
一
年
五
月
十
日
」、
町
下
の

八
雲
神
社
に
は
「
文
久
元
年
九
月
十
三
日
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
民
俗
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、「
金
毘
羅
大
権
現　
文
化
七
年
十
月
十
日
」
と
書
か
れ
た
大

き
な
旗
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
石
碑
や
旗
な
ど
か
ら
、
江
戸
時
代
の
富
谷
地
域
で
も
金
毘
羅
さ
ん
へ
の
信
仰
が
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
も
と
も
と
金
毘
羅
信
仰
は
、航
海
す
る
船
の
目
印
と
な
る
山
へ
の
信
仰
か
ら
生
ま
れ
、漁
業
神・

航
海
神
と
し
て
の
性
格
が
加
わ
り
、
信
仰
が
全
国
に
拡
大
し
、
多
く
の
参
拝
者
を
集
め
る
よ
う

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
民
俗
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
て
い
る
金
毘
羅
参
り
の
旗
に
は
「
富
谷
町
連
中
」
と
書
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
新
町
に
は
「
金
毘
羅
講
」
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
新
町
で
は
、
物
流

の
仕
入
れ
の
際
に
、
塩
釜
港
や
石
巻
港
か
ら
船
で
物
資
を
運
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
金
毘
羅

へ
の
熱
心
な
信
仰
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
石
碑
や
資
料
か
ら
昔
の
富
谷
地
域
の
人
々
の
信
仰
を
た
ど
る
と
、
当
時
の
人
々
の
目
的
や
思

い
を
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、
歴
史
研
究
の
醍
醐
味
が
あ
り
ま
す
。

（
文
責　
富
谷
市
民
俗
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
清
水　
勇
希
）
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其
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見
や
す
く
読
み
や
す
い
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す

広
報

と
み

や
 4月

号
　

N
o.711

令
和

8年
4月

1日
発

行

※�このコーナーでは3歳児健診で虫歯ゼロだったお子さん
を掲載しています。該当する方には健診時に応募用紙
をお渡ししています。

虫歯0ゼロ広
報

と
み

や
検

索

毎日
歯みがき

がんばるよ！

これからも
歯みがき

がんばろうね♡

ちゃんと
歯みがき
するぞ！

たくさん食べて
歯みがき

するよ～！

ピッカピカの歯が
かっこいいよ☆

きれいな歯で
かわいい

プリンセス
になるよ♡

ムシバイキン
いなかったよ♡
やったー♡♡

これからも
歯ブラシ

がんばろうねJ

元気一杯！これからも
毎日歯みがき

がんばろうね♪

ピカピカな歯で
キラキラな毎日を

過ごそうね☆

虫歯ゼロの
元気な歯で
おいしく

食べるぞー‼



未来につながる
持続可能な

まちづくりの推進

子どもから高齢者まで
誰にでもやさしい
まちづくりの推進

緑豊かな自然と
魅力ある都市が調和した
田園都市の実現

特 集

～「第２次富谷市総合計画」スタート～
「市民力」が未来の富谷をつくる！

　

本
市
で
は
、平
成
28
年
の
市
制
施
行
に

あ
わ
せ
て
、ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
で

あ
る「
富
谷
市
総
合
計
画
」を
策
定
し
、各

施
策
を
展
開
す
る
こ
と
で
富
谷
市
の
基

礎
を
築
く
と
と
も
に
、市
民
の
幸
福
と
富

谷
市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
き

ま
し
た
。

　

市
制
施
行
か
ら
10
年
を
迎
え
る
今
、少

子
高
齢
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
、気
候
変
動
な

ど
社
会
情
勢
の
急
激
な
変
化
に
迅
速
・

着
実
に
対
応
す
る
た
め
、「
第
２
次
富
谷

市
総
合
計
画
」を
策
定
し
、新
た
な
10
年

間
の
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

18
の
重
点
施
策
を
中
心
と
し
て
各
施

策
を
推
進
し
、引
き
続
き
、オ
ー
ル
と
み

や
で「
住
み
た
く
な
る
ま
ち
日
本
一
」の

実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
！

「
第
２
次
富
谷
市
総
合
計
画
」と
は

“市民力”を発揮して、誰もが住み良い富谷へ

本計画では、市制施行10周年を迎える
令和8年度からの次のステージに向けて、
本市の強みである「市民力」を生かしな
がら「オールとみや」の体制で、3つの柱
を軸にまちづくりを進めていきます。

3 広報とみや 2026.4月号

まちづくりの将来像

市民が主役のまちづくり市民が主役のまちづくり市民が主役のまちづくり市民が主役のまちづくり

富
谷
市
の
強
み
は「
市
民
力
」

InterviewインタビューInterview
市民ワークショップなどを通して
まちの未来を“自分ごと”として捉えられるように！
はじめは緊張しましたが、
幅広い世代の方との意見
交換を通して、富谷市の未
来をリアルな“自分ごと”と
して捉える貴重な体験が
できました。今後も積極的
にまちづくりに関わり、自
分たちにできることから挑
戦したいと思いました。

おの
小野 康晴 さん

こうせい
髙橋 昴甫 さん
たかはしこうすけ

矢口 怜 さん
やぐちれい

加藤 凪咲 さん
かとう なぎさ

三浦 暖花 さん
みうら ほのか

佐々木 愛海 さん
ささき あみ

小杉 真子 さん
こすぎ まこ

市民ワークショップ等に参加した富谷高校の皆さん

　

本
市
で
は
、市
民
活
動
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、新
た
な

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、多

様
な
主
体
に
よ
る
協
働
の
取
組
が
広

が
る
な
ど
、ま
ち
全
体
が
活
気
に
満

ち
て
お
り
、そ
の「
市
民
力
の
高
さ
」が

一
番
の
強
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
策
定
し
た
本
計
画
も
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
、市
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

き
ま
し
た
。

　

今
後
も「
市
民
の
た
め
に
、市
民
と

共
に
、市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
行
い
、誰
も
が「
住
み
た
く
な
る
」、

「
住
ん
で
良
か
っ
た
」と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
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平成22
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47,04247,042

平成27
（2015）

51,59151,591

令和2
（2020）

51,65151,651

令和7
（2025）

52,45252,452

令和12
（2030）

52,90052,900

令和17
（2035）

令和42
（2060）

53,80053,800

推計値

将来人口目標

60,000人60,000人

より良い未来を目指し、富谷市は次のステージへ！

将来像の
実現に向けた
まちづくりの
基本理念！基本理念！

軸となる軸となる つの柱つの柱３３

つの基本目標つの基本目標77 （詳細は次ページ）

10代～80代の幅広い世代が参加した
市民ワークショップ

　基本目標達成のために市民一人一人が日
常の中で取り組めることや協働で取り組める
ことを、「私たちができること みんなで取り
組みたいこと」として計画に掲載しています。
ワークショップ等で参加者の皆さんに出して
いただいた意見をもとにまとめました。

私たちができること
みんなで取り組みたいこと

● 地域の活動に積極的に参加し、交流する
● ユートミヤや市民センターを利用する
● まちづくりに関心を持つ （一部抜粋）
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常の中で取り組めることや協働で取り組める
ことを、「私たちができること みんなで取り
組みたいこと」として計画に掲載しています。
ワークショップ等で参加者の皆さんに出して
いただいた意見をもとにまとめました。

私たちができること
みんなで取り組みたいこと

● 地域の活動に積極的に参加し、交流する
● ユートミヤや市民センターを利用する
● まちづくりに関心を持つ （一部抜粋）

P02

P06
P08
P09
P10
P12
P13
P14
P16
P18
P20
P22
P26
P28

“市民力“が未来の富谷をつくる！
～「第2次富谷市総合計画」スタート～
令和8年度市長施政方針
ユートミヤ
富谷市特別職・管理職等一覧
令和8年度市行政組織機構
公民館6館が市民センターに変わります
市長コラム｢創生｣
とみやライフ
子育てのひろば
健康
福祉
インフォメーション
とみやスポーツナビ
とみや歴史散歩
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住みたくなるまち日本一住みたくなるまち日本一住みたくなるまち日本一住みたくなるまち日本一
～100年間ひとが増え続けるまち～



住みよいまちづくりを目指し、前期基本計画の5年間で取り組む
18の重点施策を7つの基本目標ごとに紹介します

今月は自然環境を未来
へと引き継いでいくネイ
チャーポジティブ宣言を
紹介します。

今月のトピック動画

施策で
未来をつくる！！
施策で
未来をつくる！！

18の重点
持続可能なまちの

18の重点
持続可能なまちの

10 地域医療・
救急医療の充実

東北医科薬科大学・富谷メディカル
センター（仮称）の早期立地や地域
医療の充実に取り組みます

11市民の憩いの場・
交流の場づくり

新たにオープンするユートミヤが、
世代を超えた交流の場となるよう
市民協働の運営に取り組みます

障がい者の
働く場の確保12

農福連携など多様な職種、関係機関
との連携により、障がいのある方の
働く場の確保を推進します

1 雇用の創出・
地域経済の活性化

成田二期北工業用地へ企業を誘致
し、新たな雇用の創出とまちの経済
がより豊かになるよう取り組みます

2 起業・ 創業支援の充実と
新たな産業の創出

富谷塾等を通して、起業・創業など
の挑戦をサポートし、新たな産業を
創出します

3 地場産品の生産拡大・
新たな特産品の創出

ブルーベリー・はちみつ・富谷茶の生産拡大を
図るほか、新たな特産品づくりにも力を入れます

基本
目標

4
子どもから高齢者まで誰もが普段の暮らしに幸せを感じながら
生き生きと暮らせるまち
すべての市民が、住み慣れた地域で自分らしく安心して暮らせるまちづくりに取り組みます

基本
目標

5
安全安心で誰もが
暮らしやすいまち
市民一人一人が互いを尊重
し、協力し合えるまちを目指
します

基本
目標

1 想いを実現できる活力と魅力があふれるまち
新たな産業や地域ブランドの創出、農業の振興などを行い、富谷市のさらなる魅力づくりを推進します

基本
目標

3 次代を担う子どもたちをみんなで育むまち
切れ目のない子育て支援と教育環境の充実により、子どもの健やかな成長を支えます

基本
目標

6 未来へつなぐ環境にやさしいまち
緑豊かな富谷の自然を次世代に引き継ぐため、環境課題に取り組み、自然との共生を目指します

基本
目標

7 協働でつくる持続可能なまち
多様な主体による協働を推進し、オールとみやの体制でさまざまな施策に取り組みます

13高齢者が安心して暮らせる環境づくり
生活支援、見守り体制の強化や、心
と体の健康づくりの推進など、多様
なサポートを行います

7 誰一人取り残さない
教育の推進

多様な学びの場をつくり、子ども一
人一人のペースでしっかりと学べる
環境を整えます

8 良好な教育環境の
充実

全市立小中学校体育館の空調設
備の整備を行うなど、教育環境の
充実を図ります

子育て支援の
充実9

妊娠期から切れ目のない支援で、
子育ての負担や不安の軽減を図り
ます

14 女性活躍・
男女共同参画の推進

地域や職場などで、誰もが平等に活躍で
きる環境を整備します

16 脱炭素の
推進

2050年のゼロカーボンの実現
を目指し、オールとみやで環境
にやさしい取組を推進します

DX化による
市民サービス
の向上

行政手続きなどのDX化を推進
し、より一層、利便性の高い市
民サービスを提供します

新たな軸となる
基幹公共交通の整備

都市型自走式ロープウェイの導入を
調査研究するなど、市内公共交通の
充実を図ります

基本
目標

2 快適で住み心地の良さを実感できる田園都市
住宅地や公共設備、ライフラインなどの整備を行い、都市と自然が調和したまちづくりを目指します

54 住みよい居住環境の
供給・形成

新たな住宅地の整備と住みよい居
住環境づくりに取り組み、持続可能
な田園都市の実現を目指します

市民協働で、公園の新たな付加価
値創出と利便性の向上に取り組み
ます

6 大亀山森林公園の
魅力向上・自然環境の整備

15 自然環境の
適切な保全・
活用

杉林から広葉樹への転換を推進
する森林再生プロジェクトなどを
実施します

17 健全な
行財政運営の
推進

ふるさと納税の拡充等、自立した
歳入の確保などに取り組み、限ら
れた財源を効果的に活用します特集に関する問い合わせ　企画政策課  ☎022-358-0517

18

不登校特例校 富谷市立富谷中学校西成田教室

実験線（福島県南相馬市）
写真提供 Zip Infrastructure(株)写真提供 Zip Infrastructure(株)
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可決された議案
富谷市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定め
る条例の制定について
富谷市子どもにやさしいまちづくり条例の制定について
富谷市民バス条例の一部改正について
職員の給与に関する条例等の一部改正について
証人等の実費弁償に関する条例等の一部改正について
富谷市職員定数条例の一部改正について
富谷市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正につ
いて
富谷市敬老祝金等支給条例の一部改正について
富谷市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について
富谷市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正について
富谷市道路占用料等条例及び富谷市公共物管理条例の一部
改正について
富谷市地区計画区域内における建築物の制限に関する条例
の一部改正について
令和7年度富谷市一般会計補正予算（第9号）、（第10号）
令和7年度富谷市国民健康保険特別会計補正予算（第4号）
令和7年度富谷市介護保険特別会計補正予算（第5号）
令和7年度富谷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2
号）
令和7年度富谷市下水道事業会計補正予算（第3号）
令和7年度富谷市水道事業会計補正予算（第3号）
令和8年度富谷市一般会計予算
令和8年度富谷市市営墓地特別会計予算
令和8年度富谷市国民健康保険特別会計予算
令和8年度富谷市介護保険特別会計予算
令和8年度富谷市後期高齢者医療特別会計予算
令和8年度富谷市下水道事業会計予算
令和8年度富谷市水道事業会計予算
第2次富谷市国土利用計画の策定について
指定管理者の指定について

及
び
運
営
に
伴
う
基
本
的
事
項
に
関
す
る
覚

書
」
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、
大
学
側

と
本
年
4
月
ま
た
は
5
月
の
基
本
協
定
締
結
を

目
途
に
、
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

生
涯
学
習
関
連
施
策

　
ユ
ー
ト
ミ
ヤ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
年
5

月
1
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
鋭

意
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ユ
ー
ト
ミ
ヤ
と
共
に
歩
む
市
民
の
会
「
ユ
ー

ト
ミ
ヤ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」、愛
称「
ユ
ー
と
ミ
ー
」

の
皆
様
に
は
、
開
館
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
や
独

自
の
企
画
に
向
け
て
、
精
力
的
に
活
動
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
図
書
館
、
児
童
屋
内
遊
戯
施
設
、
ス
イ

ー
ツ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

一
体
的
に
運
用
さ
れ
る

「
ユ
ー
ト
ミ
ヤ
」
は
、

市
民
に
待
ち
望
ま
れ
た

施
設
で
あ
り
、
開
館
後

も
市
民
に
親
し
ま
れ
、

市
民
と
共
に
歩
む
施
設

と
し
て
運
営
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

防
災
関
連
施
策
　

　
危
険
箇
所
を
「
見
え
る
化
」
し
、
迅
速
か
つ

適
切
な
避
難
行
動
を
支
援
す
る
た
め
、
洪
水
浸

水
想
定
区
域
や
、
新
た
な
防
災
気
象
情
報
を
反

映
し
た
「
富
谷
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成

し
、
全
戸
配
布
い
た
し
ま
す
。
新
た
な
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
、
単
に
危
険
な
場
所
を
示
す
だ
け

で
は
な
く
、
防
災
気
象
情
報
の
体
系
や
名
称
見

直
し
に
よ
る
警
戒
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
避
難
行
動

を
、
市
民
の
皆
様
が
自
分
事
と
し
て
判
断
し
、

い
つ
・
ど
こ
へ
避
難
す
る
か
を
決
め
る
た
め
の

ツ
ー
ル
へ
と
役
割
を
転
換
す
る
も
の
で
、
市
民

の
防
災
意
識
の
向
上
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

自
然
環
境
関
連
施
策

　
本
市
は
、
市
土
面
積
の
約
40
パ
ー
セ
ン
ト
を

森
林
が
占
め
、
自
然
環
境
と
都
市
環
境
が
調
和

し
た
ま
ち
を
形
成
し
て
お
り
ま
す
。
先
人
が
植

林
し
た
杉
林
は
50
年
以
上
が
経
過
し
、
手
入
れ

が
行
き
届
か
な
く
な
っ
て
お
り
、
大
雨
時
の
土

砂
崩
れ
等
の
災
害
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
状

況
で
す
。

　
こ
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
新
年
度
よ
り

「
森
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
開
始
し
、

森
林
育
成
事
業
補
助
金
を
活
用
し
て
、
ま
ず
は

大
亀
山
森
林
公
園
の
杉
林
の
伐
採
及
び
跡
地
へ

の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
等
の
広
葉
樹
の
植
林
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
関
連
施
策

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図
る

た
め
、
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
及
び
蓄
電

池
等
の
導
入
に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

事
業
を
、
県
の
環
境
交
付
金
を
活
用
し
て
実
施

い
た
し
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
に
加
え
蓄
電
池
の
設
置
を
促
進

す
る
こ
と
で
、
平
常
時
の
自
家
消
費
に
よ
る
脱

炭
素
化
と
災
害
時
に
お
け
る
非
常
用
電
源
の
確

保
と
い
う
、
防
災
と
脱
炭
素
の
両
面
で
効
果
の

あ
る
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
活
動
・
市
民
活
動
関
連
施
策
　

　
一
般
照
明
用
の
蛍
光
ラ
ン
プ
の
製
造
・
輸
出

入
が
２
０
２
７
年
末
で
終
了
す
る
と
い
う
国
の

決
定
を
受
け
、
多
く
の
町
内
会
館
に
お
い
て
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
更
新
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
新
た
に
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
改
修
等
推
進
事
業
補
助

金
」
を
交
付
し
、
会
館
に
お
け
る
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
制
施
行
10
周
年

　
記
念
日
で
あ
る
10
月
10
日
に
は
記
念
式
典
と

祝
賀
会
を
開
催
し
、夜
に
は
花
火
を
打
ち
上
げ
、

市
民
の
皆
様
と
10
周
年
を
お
祝
い
す
る
と
と
も

に
、
希
望
あ
ふ
れ
る
未
来
と
富
谷
の
発
展
を
願

い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
ま
ち
づ
く
り
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
紹
介
す
る
動
画
や
記
念

番
組
を
制
作
し
、
本
市
の
魅
力
を
効
果
的
に
発

信
す
る
こ
と
で
、
富
谷
へ
の
愛
着
や
郷
土
愛
を

育
む
と
と
も
に
、
市
外
・
県
外
の
方
か
ら
「
選

ば
れ
る
ま
ち
」
と
な
る
よ
う
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市公式ホーム
ページで、市
長施政方針の
全文を公開し
ています
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な
路
線
再
編
及
び
ダ
イ
ヤ
改

正
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
こ

の
中
で
、
5
月
1
日
開
館
予

定
の
「
ユ
ー
ト
ミ
ヤ
」
へ
の

市
民
バ
ス
及
び
デ
マ
ン
ド
型

交
通
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
の
向

上
も
図
っ
て
お
り
ま
す
。

子
育
て
環
境
関
連
施
策

　
ひ
と
り
親
家
庭
や
経
済
的
な
状
況
な
ど
に
よ

り
、
十
分
な
学
習
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
場
合

や
、
学
校
・
家
庭
以
外
で
の
居
場
所
を
必
要
と

し
て
い
る
小
学
4
年
生
か
ら
高
校
生
年
代
の
お

子
さ
ん
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
「
こ
ど
も
の

学
習
・
生
活
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
富
谷

小
学
校
区
で
の
実
施
に
加
え
、
新
年
度
は
、
新

た
に
富
ケ
丘
小
学
校
区
で
も
実
施
す
る
こ
と
と

し
、
支
援
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
い
わ
ゆ
る
「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

は
成
田
保
育
所
に
お
い
て
、
4
月
1
日
か
ら
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

成
田
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
の
増
築
工
事
が
予
定

ど
お
り
順
調
に
進
捗
し
て
お
り
、
４
月
1
日
か

ら
定
員
を
１
２
０
名
に
拡
大
し
、
増
築
棟
で
の

受
け
入
れ
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
関
連
施
策

　
妊
娠
期
か
ら
学
童
期
ま
で
の
健
や
か
な
育
ち

を
切
れ
目
な
く
支
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
新
た

に
「
1
か
月
児
健
診
」
及
び
「
5
歳
児
健
診
」

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
国
が
推
進
す
る
「
は
じ
め
の
１
０
０
か
月
の

育
ち
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
周
知
啓
発
に
引
き
続
き
取

り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
の

育
ち
を
支
え
る
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

教
育
環
境
・
教
育
・
学
び
関
連
施
策

　

中
学
生
海
外
研
修
派
遣
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
よ
り
実
施
し
、
参
加
し
た
多
く
の

生
徒
が
現
地
の
文
化
や
言
語
に
触
れ
る
貴
重
な

経
験
を
通
し
て
、
大
き
な
学
び
や
新
た
な
気
づ

き
を
得
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
す
べ
て

の
生
徒
へ
公
平
に
体
験
の
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
新
年

度
か
ら
は
、
中
学
生
海
外
研
修
派
遣
事
業
を
組

み
替
え
て
、
す
べ
て
の
中
学
2
年
生
を
対
象
と

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
交
流
や
Ａ
Ｉ
英
会
話
な

ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ

の
導
入
に
よ
り
英
語
教
育
の
更
な
る
充
実
に
努

め
、
英
語
力
の
向
上
と
国
際
感
覚
の
醸
成
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

健
康
・
保
健
関
連
施
策

　
住
民
検
診
に
お
け
る
胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
要
望
を
踏

ま
え
、
新
年
度
か
ら
新
た
に
内
視
鏡
検
査
を
導

入
い
た
し
ま
す
。
対
象
年
齢
は
60
歳
以
上
、
受

診
間
隔
は
2
年
に
1
回
と
し
、
6
月
か
ら
11
月

ま
で
の
期
間
内
に
お
い
て
、
黒
川
管
内
の
登
録

医
療
機
関
な
ど
で
実
施
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
方
へ
の
適
切
な
健
康
支
援

や
フ
レ
イ
ル
予
防
の
啓
発
な
ど
を
通
し
て
、
市

民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
た
め
、
令
和
5

年
度
か
ら
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

の
一
体
的
実
施
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
新
年

度
か
ら
は
、
事
業
の
対
象
を
市
内
す
べ
て
の
日

常
生
活
圏
域
に
拡
充
し
、
よ
り
多
く
の
高
齢
者

の
健
康
支
援
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

医
療
関
連
施
策

　
総
合
病
院
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
誘
致
病
院

事
業
者
候
補
者
で
あ
る
学
校
法
人
東
北
医
科
薬

科
大
学
と
、
昨
年
10
月
29
日
に
「
病
院
の
開
設

　
令
和
8
年
第
1
回
富
谷
市
議
会
定
例
会
が
、

2
月
19
日
か
ら
3
月
12
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
議
会
初
日
に
市
長
が
表
明
し
た
令
和
8
年

度
の
市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
を
示
す
施
政
方
針

の
一
部
と
可
決
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

物
価
高
騰
対
策

　
生
活
者
支
援
及
び
消
費

の
下
支
え
と
し
て
、
市
民

の
皆
様
へ
お
送
り
し
た

「
と
み
や
応
援
商
品
券
」

に
つ
い
て
、
使
用
期
間
は

7
月
末
日
ま
で
と
し
て
お

り
ま
す
。
物
価
高
騰
が
続

く
中
、
食
料
品
や
生
活
用

品
の
購
入
な
ど
に
ご
活
用

い
た
だ
き
、
生
活
の
一
助

に
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

第
2
次
富
谷
市
総
合
計
画

　
第
2
次
富
谷
市
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ

て
、
こ
れ
ま
で
多
世
代
の
市
民
が
参
加
す
る
場

を
設
け
、
市
民
の
皆
様
よ
り
い
た
だ
い
た
ご
意

見
を
計
画
に
反
映
し
、
と
り
ま
と
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
将
来
像
は
、
第
1
次
計
画
を
継
承

し
、「
住
み
た
く
な
る
ま
ち
日
本
一
・
１
０
０

年
間
ひ
と
が
増
え
続
け
る
ま
ち
」
と
し
、「
市

民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
・〝
市
民
力
〟
を
発

揮
し
て
、
誰
も
が
住
み
良
い
富
谷
へ
」
を
基
本

理
念
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
が
幸
福
に
暮
ら
し
、
さ
ら
に
発

展
を
続
け
る
富
谷
と
な
る
よ
う
、
3
つ
の
ま
ち

づ
く
り
の
柱
と
7
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、
前

期
基
本
計
画
に
示
し
た
18
の
重
点
施
策
を
核
と

し
て
、
各
施
策
を
迅
速
か
つ
着
実
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

産
業
創
出
関
連
施
策

　
現
在
、
Ａ
Ｉ
活
用
な
ど
を
通
じ
た
産
業
・
社

会
の
Ｄ
Ｘ
化
が
急
速
に
進
展
し
て
お
り
、
そ
れ

を
支
え
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
重
要
性
が
増
し

て
お
り
ま
す
。
国
に
お
い
て
は
、
既
存
の
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
集
積
拠
点
以
外
の
地
方
に
も
、
新

た
な
大
規
模
集
積
拠
点
を
形
成
す
る
「
Ｇ
Ｘ
戦

略
地
域
（
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
集
積
型
）」
を
公

募
し
て
お
り
、
本
市
で
は
、
宮
城
県
と
の
共
同

申
請
に
よ
り
、
成
田
二
期
北
工
業
用
地
を
候
補

エ
リ
ア
と
す
る
申
請
書
を
、
国
に
提
出
い
た
し

ま
し
た
。

　
本
取
組
と
共
に
、
新
年
度
も
引
き
続
き
、
成

田
二
期
北
工
業
用
地
へ
の
半
導
体
関
連
企
業
を

中
心
と
し
た
積
極
的
な
企
業
誘
致
に
取
り
組

み
、
早
期
の
企
業
立
地
表
明
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

公
共
交
通
関
連
施
策

　

都
市
型
自
走
式
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
つ
い
て

は
、
当
該
交
通
シ
ス
テ
ム
の
国
の
認
可
の
審
査

状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
調
査
結
果
の
深
掘
り

や
乗
降
客
数
の
需
要
予
測
に
つ
い
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
4
月
1
日
に
大
幅

令和8年度令和8年度
市長施政方針市長施政方針

見　　本見　　本
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富
谷
市
特
別
職・管
理
職
等
一
覧
（
令
和
8
年
４
月
１
日
現
在
）　
問
総
務
課　
人
事
組
織
管
理
室　
☎
０
２
２
︱
３
５
８
︱
０
６
２
１

市
　
長�

若
生
　
裕
俊
　
　 

副
市
長�

武
内
　
浩
行
　
　 

教
育
長�

二
階
堂
　
浩
一
郎

市
長
部
局

部
長
級

・
企
画
部
長�

松
原
　
誠
　
　

・
総
務
部
長�

髙
橋
　
弘
勝
　

・
市
民
生
活
部
長�

 

泉
川
　
潤
哉
　

・
保
健
福
祉
部
長（
兼
）福
祉
事
務
所
長 

　
（
兼
）こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
長�

髙
橋
　
加
代
　

・
保
健
福
祉
部
次
長（
兼
）福
祉
事
務
所
次
長

　
（
兼
）病
院
立
地
推
進
室
長�

鈴
木
　
鏡
子
　

・
経
済
産
業
部
長�

 

高
田
　
浩
幸
　

・
建
設
部
長（
併
）水
道
事
業
副
管
理
者�

高
橋
　
隆
美
　

課
長
級

・
市
長
公
室
長�

原
　
伴
恵
　
　

企
画
部

・
企
画
政
策
課
長（
兼
）地
方
創
生
推
進
室
長�

高
清
水
　
英
樹

・
企
画
政
策
課
参
事（
兼
）交
通
政
策
推
進
室
長

　
（
兼
）検
査
監
（
任
期
付
）�

吉
田
　
与
一
　

・
複
合
図
書
館（
ユ
ー
ト
ミ
ヤ
）セ
ン
タ
ー
長�

今
野
　
善
徳
　

・
財
政
課
長�

西
山
　
高
広
　

総
務
部

・
総
務
課
長（
兼
）人
事
組
織
管
理
室
長

　
（
兼
）情
報
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
室
長

　
（
併
）選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長�

小
山
　
温
　
　

・
防
災
安
全
課
長�

髙
橋
　
正
徳
　

・
防
災
安
全
課
危
機
管
理
監
（
任
期
付
）�

高
橋
　
康
浩　

・
市
民
協
働
課
長�

坂
爪
　
道
子
　

市
民
生
活
部

・
市
民
課
長�

高
橋
　
主
税
　

・
税
務
課
長�

大
和
田
　
清
徳

・
税
務
課
参
事（
兼
）収
納
対
策
室
長�

須
藤
　
敬
　
　

・
生
活
環
境
課
長（
兼
）清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長�

日
野
　
節
子
　

保
健
福
祉
部

・
長
寿
福
祉
課
長�

横
田
　
善
和
　

・
保
健
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

　
（
兼
）地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
統
括
監�

大
谷
　
江
里
子

・
地
域
福
祉
課
長�

星
　
英
樹
　
　

・
健
康
推
進
課
長�

伊
藤
　
潤
哉
　

・
子
育
て
支
援
課
長

　
（
兼
）と
み
や
子
育
て
サ
ロ
ン
所
長�

三
浦
　
郁
　
　

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長�

長
﨑
　
真
知
子

経
済
産
業
部

・
産
業
観
光
課
長

　
（
兼
）ま
ち
づ
く
り
産
業
交
流
プ
ラ
ザ
所
長

　
（
兼
）ビ
ジ
ネ
ス
交
流
ベ
ー
ス
所
長�

平
岡
　
浩
一
　

・
農
林
振
興
課
長

　
（
併
）農
業
委
員
会
事
務
局
長�

浅
野
　
雅
子
　

建
設
部

・
都
市
整
備
課
長（
兼
）維
持
管
理
室
長�

内
ケ
﨑
　
考
一

・
都
市
計
画
課
長�

柴
田
　
康
紀
　

会
計
管
理
者　
（
兼
）会
計
課
長�

本
田
　
章
子
　

水
道
事
業

・
上
下
水
道
課
長

　
（
併
）建
設
部
上
下
水
道
課
長�

渡
邊
　
正
貴
　

議
会
事
務
局

・
議
会
事
務
局
長�

高
橋
　
直
美
　

監
査
委
員
事
務
局

・
監
査
委
員
事
務
局
長�
菊
地
　
宏
修
　

教
育
委
員
会
部
局

部
長
級

教
育
部

・
教
育
部
長�

髙
橋
　
理
香
　

・
教
育
部
次
長

　
（
兼
）市
民
図
書
館
館
長�

菅
原
　
俊
司
　

課
長
級

・
教
育
総
務
課
長�

日
野
　
正
樹
　

・
学
校
教
育
課
長

　
（
兼
）学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長�

小
嶋
　
雄
悦
　

・
学
校
教
育
課
参
事（
兼
）指
導
主
事�

佐
藤
　
亜
希
子

・
生
涯
学
習
課
長（
兼
）総
合
運
動
場
所
長

　
（
兼
）民
俗
ギ
ャ
ラ
リ
ー
館
長�

森
　
文
江
　
　

・
生
涯
学
習
課
参
事（
兼
）市
民
図
書
館
副
館
長

　
（
併
）複
合
図
書
館（
ユ
ー
ト
ミ
ヤ
）

　
副
セ
ン
タ
ー
長�

新
　
出
　
　
　

・
富
谷
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長

　
（
併
）市
民
課
参
事�

津
久
家
　
直
美

割
愛
解
除

・
島
貫
　
愛　
（
学
校
教
育
課
参
事（
兼
）指
導
主
事
）
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富谷市複合図書館ユートミヤユートミヤユートミヤユートミヤ
問 富谷市複合図書館（ユートミヤ）☎022-347-4217 ※4月1日～

幸
こう

谷
や

圭
けい

都
と

さん（左）、吉
きっ

川
かわ

美
み

希
き

さん（右）

　図書館・児童屋内遊戯施設・スイーツ
ステーションを複合化し、さらに隣接の
成田公民館の機能も融合させたユート
ミヤ（富谷市複合図書館）が完成（竣工）
し、5月1日（金）のグランドオープンに
向けて準備を進めています。

とみやど掲示板

開所時間　10:00〜17:00
※休所日／火曜日

問 とみやど
　☎022-347-3344

富谷宿観光交流ステーション

とみやど
ホームページ

とみやど
インスタグラム

富谷しんまち春祭り2026
4月11日（土）12日（日）10：30～16：00

　春の訪れを知らせる
「富谷しんまち春祭り」
を今年も開催！のど自慢
大会やダンスステージ、
抽選会、マルシェ出店等
イベント盛りだくさんな
2日間！ぜひ遊びに来てくださいね♪

とみやどわんにゃんDay
4月26日（日）10：30～15：00

　「犬猫里親探しの会
バトンタッチ」さん
による保護猫・保護
犬の譲渡会を開催！
　わんこ用洋服やおやつ、犬猫グッズ販
売もあります。飼い主さんや犬猫好きさ
んも一緒に楽しめるイベントです。

BOOK and STATIONERY marche
4月4日（土）10：30〜15:30

　本とステーショ
ナリーをメインに
したマルシェを開
催します。第４回
目となる今回は、
新しいスタートを
切るすべての⽅に
向けて、「新しいステーショナリーで新
たな気持ち」をお届けします。第２会場
として、近くの「NIYADO」でも開催
しますので、どうぞお楽しみに！
とみやど ファーマーズ・マーケット

4月5日（日）10：30〜15：00
　 地 元 食 材 や 加 工
品・クラフト品など
を集めたマルシェを
開催します！
　生産者さんが心を
込めて作った食材や
こだわりのクラフト品などに出会える良
いチャンス。イベント限定のお得な特典
もあるのでぜひお越しください♪

しんまち公園駐車場をご利用ください
　とみやどの駐車場は約35台のスペースと
なっており、土・日曜日、祝休日は混雑が
予想されます。周辺は道路が狭いため、通
行の際はご注意ください。

読んで答えて広報とみやクイズ　3月号クイズ回答　とみや応援
先月号に掲載したクイズにたくさんの応募をいただき、ありがとうございました。応募総数64通の中
から当選された、5名の方にプレゼント引換券をお送りしました。　問 市長公室　☎022-358-3151

完成内覧会
　3月7日、ユートミヤ（富谷市複合図書館）完成内覧会を開
催しました。
　当日は、市内外から1,000人を超える方が来館され、完成
したばかりの施設を見学しました。来館された方からは「開
放的な造りで広く感じました」「開館が今から待ち遠しいです」
などの声が聞かれ、5月1日（金）のグランドオープンに向けて
期待を膨らませている様子が見られました。

ロゴマーク受賞者贈呈式
　2月25日、ユートミヤ（富谷市複合図書館）ロゴ
マーク受賞者贈呈式を開催しました。
　多くの応募の中から、シンボルマーク（図）は吉川
美希さん（上桜木）、ロゴタイプ（文字）は幸谷圭都さ
ん（明石台）の作品が選ばれ、２人に表彰状と記念品
を贈呈しました。親しみのある素敵なロゴマークを
ご考案いただき、ありがとうございます。

5月1日（金）グランドオープン！5月1日（金）グランドオープン！
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問 総務課　人事組織管理室　☎022-358-0621

各課・室・局名 主　な　事　務　内　容

保
健
福
祉
部

健康推進課☎022-358-0512

国民健康保険（保険税に関することを除く）に関すること
国民年金に関すること
後期高齢者医療（保険料に関することを除く）に関すること
各種検診・健診に関すること
感染症予防に関すること
健康づくり、食育の推進に関すること
献血に関すること

病院立地推進室☎022-358-0095 病院立地推進に関すること

経
済
産
業
部

産業観光課☎022-358-0524 
・まちづくり産業交流プラザTOMI+ 
　☎022-341-2622 
・ビジネス交流ベース荷宿-NIYADO- 
　☎022-739-7511

観光および物産に関すること
企業立地、商工労政に関すること
富谷宿観光交流ステーション“とみやど”に関すること（指定管理） 
☎022-347-3344
スイーツステーションの運営に関すること

農林振興課☎022-358-0523
・農業委員会

農政・林政に関すること
農地に関すること

建
設
部

都市整備課☎022-358-0525 
　維持管理室☎022-358-0525

道路および橋梁の新設並びに改良工事に関すること
道路、橋梁および準用河川の維持管理に関すること

都市計画課☎022-358-0527

都市計画に関すること
開発事業に関すること
公園・緑地に関すること
建築・営繕に関すること
市営住宅に関すること

上下水道課（下水道）☎022-358-0530 下水道施設の維持管理に関すること

会計課☎022-358-0514 現金・有価証券等の出納管理に関すること
決算の調製に関すること

上下水道課（上水道）☎022-358-0529 水道施設の維持管理に関すること
水道料金（検針・収納・届出）に関すること

議会事務局☎022-358-0622 議会運営に関すること

監査委員事務局☎022-358-5122 監査事務等に関すること

教
育
部

教育総務課☎022-358-3196

教育行政の総合的な企画および調整に関すること
教育委員会に関すること
教育委員会の規則等の制定改廃に関すること
教育委員会の予算・決算に関すること
奨学および育英に関すること
教育財産の取得、管理および処分に関すること
学校施設の建設改良および維持管理に関すること
教育行政の点検および評価並びにその他公表に関すること
幼稚園の組織編成その他管理に関すること

・幼稚園 市立幼稚園の運営に関すること（富谷幼稚園☎022-358-2164）

学校教育課☎022-358-0521

就学援助に関すること
学校教職員の人事に関すること
学校の組織編制その他管理に関すること
教育課程、学習指導、生活指導および進路指導に関すること
特別支援教育に関すること
学校図書館の整備および運営並びに指導に関すること
教育相談に関すること

・小学校
小学校の運営に関すること
富谷☎022-358-2089　　　富ケ丘☎022-358-3814　東向陽台☎022-358-4577
あけの平☎022-358-7444　日吉台☎022-358-1486　成田東☎022-351-7631
成田☎022-351-7567　　　明石台☎022-772-5307

・中学校
中学校の運営に関すること
富谷☎022-358-2042　　富谷第二☎022-358-3291　東向陽台☎022-373-8777
日吉台☎022-358-1629　成田☎022-348-3353

・学校給食センター☎022-358-0008 学校給食（給食費・栄養管理等）に関すること

生涯学習課☎022-358-5400

生涯学習、社会教育に関すること
スポーツ振興に関すること
社会体育（スポーツ推進委員・体育施設の運営）に関すること
文化財保護・埋蔵文化財発掘調査に関すること

・市民図書館☎022-347-4217 市民図書館の運営に関すること
・総合運動場☎022-358-5400 総合運動場の管理運営に関すること

・市民センター
市民センターの管理運営に関すること 
富谷中央☎022-358-2036　富ケ丘☎022-358-2538　東向陽台☎022-373-8271 
あけの平☎022-358-9277　日吉台☎022-358-8293　成田☎022-348-3955

・民俗ギャラリー☎022-358-1531 民俗ギャラリーの管理運営に関すること
・西成田コミュニティセンター
　☎022-358-5400 西成田コミュニティセンターの管理運営に関すること

・大黒澤苑☎022-358-5400 大黒澤苑の管理運営に関すること
・パークゴルフ場“やすらぎパークとみや” 
　☎022-341-1711 パークゴルフ場の管理運営に関すること

水道事業

市　
長

副
市
長
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令和8年度富谷市行政組織機構（7部2局21課8室）
各課・室・局名 主　な　事　務　内　容

市長公室☎022-358-3151 市長および副市長の秘書用務に関すること
広報広聴に関すること

企
画
部

企画政策課☎022-358-0517 
 
　地方創生推進室☎022-358-0517 
　交通政策推進室☎022-358-3248

行政の経営管理、企画調整に関すること
基本構想・総合計画に関すること
国土利用計画に関すること
地域振興、広域行政に関すること
総合交通対策（市民バス等）に関すること
地域情報化の推進に関すること
地方創生、行政改革の推進に関すること
統計に関すること

・富谷市複合図書館（ユートミヤ） 
　☎022-347-4217

館内各施設の事務事業の総合的な企画および調整に関すること
富谷市複合図書館の維持管理に関すること
児童屋内遊戯施設の運営協力・連携に関すること
スイーツステーションの運営協力・連携に関すること

財政課☎022-358-0619 市の予算・財務に関すること
管財に関すること

総
務
部

総務課☎022-358-0621 
 
　人事組織管理室☎022-358-0621 
　情報デジタル化推進室 
　　　　　　　　☎022-358-0520
・選挙管理委員会
・固定資産評価審査委員会

議会・行政委員会に関すること
職員の人事・給与に関すること
行政組織に関すること
庁内の情報化の推進に関すること
文書に関すること
法令、条例等の調査、解釈および指導に関すること
情報公開に関すること

防災安全課☎022-358-3180
危機管理（消防、防災等）に関すること
交通安全対策に関すること
防犯（防犯灯の管理に関する事項を除く）に関すること

市民協働課☎022-358-3250

市民協働に係る総合的な企画および調整に関すること
行政区長、町内会、コミュニティ組織等に関すること
男女協働参画の推進に関すること
消費生活行政に関すること
人権擁護、行政相談に関すること

市
民
生
活
部

市民課☎022-358-0511

戸籍・住民基本台帳に関すること
マイナンバーカードに関すること
出張所に関すること 
東向陽台☎022-372-6271　富ケ丘☎022-358-6310　あけの平☎022-358-9280 
日吉台☎022-358-0024　　成田☎022-348-3023

税務課（住民税　　☎022-358-0518） 
　　　（固定資産税☎022-358-3119） 
　　　（保険税　　☎022-358-3164） 
　収納対策室☎022-358-0519

住民税業務(個人住民税、法人市民税、軽自動車税 他)に関すること
固定資産税業務(土地･家屋･償却資産)に関すること
保険税業務(国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料)に関すること
徴収業務、債権管理業務に関すること

生活環境課☎022-358-0515
・市営墓地（やすらぎパークとみや内）
　　　　　☎022-341-1711

環境美化に関すること
合併処理浄化槽に関すること
市営墓地に関すること
廃棄物対策業務に関すること
飼犬の登録および狂犬病予防に関すること

・清掃センター☎022-358-4321 一般廃棄物の処理に関すること

保
健
福
祉
部

長寿福祉課☎022-358-0513 
（福祉事務所）

民生委員・児童委員に関すること
日本赤十字、災害時要支援に関すること
戦傷病者・戦没者遺族等の援護に関すること
高齢保健福祉に関すること
高齢者・障がい者外出支援乗車証「とみぱす（高齢者）」に関すること
介護保険（保険料に関することを除く）に関すること
福祉健康センターの運営管理に関すること（指定管理）☎022-358-7466

・保健福祉総合支援センター☎022-348-1138 高齢保健福祉、介護認定調査業務および基幹型地域包括支援センター業務に関すること

地域福祉課☎022-358-3294 
（福祉事務所）

障がい者および障がい児保健福祉事業に関すること
障がい者および障がい児自立支援に関すること
障がい者の外出支援に関すること
心身障害者医療費の助成に関すること
地域活動支援センターに関すること（指定管理）☎022-779-0241
生活困窮者自立支援制度に関すること
生活保護に関すること

子育て支援課☎022-358-0516 
（福祉事務所・こども家庭センター）

子ども医療費・母子父子家庭医療費の給付に関すること
児童手当・児童扶養手当に関すること
地域子育て支援、認可保育所および認定こども園、施設整備等に関すること
こども家庭センターに関すること
児童虐待防止対策およびＤＶ等の相談に関すること
ひとり親家庭等の自立支援に関すること
ファミリーサポートセンターに関すること
子どもの貧困対策に関すること
こども誰でも通園制度に関すること
児童屋内遊戯施設の運営に関すること

・とみや子育て支援センターとみここ 
　☎022-343-5528

こども家庭センター（子育て支援課所管分を除く）に関すること
（妊娠期から子育て期にかかる切れ目ない支援）
母子保健（健診・予防接種）に関すること

・保育所
・とみや子育てサロン☎022-779-6981

乳幼児等の保育に関すること 
保育所：東向陽台☎022-373-9733　富ケ丘☎022-358-3288　
　　　　富谷☎022-358-1699　　　成田☎022-348-3216
児童および保護者同士の交流事業に関すること

・放課後児童クラブ 放課後児童クラブに関すること（民間委託）
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調べる学習コンクールで優秀賞を受賞

新たな住宅用地の整備がスタート
～成田二期西土地区画整理事業安全祈願祭～

健康づくりで広がる安心なまちづくり
～日本生命保険相互会社との包括連携協定～

若生市長が宮城県市長会会長に就任

　全国から12万点を超え
る応募があった第29回図
書館を使った調べる学習コ
ンクールにおいて、半澤未
羽さん（日吉台中）と向山
優正さん（東向陽台中）の
作品が優秀賞を受賞され、
3月12日に市長を表敬訪問
しました。
　二人はテーマを決めたき
っかけや作品制作時に工夫

した点などを笑顔で話しながら、受賞の喜びを報告されました。

　2月13日、成田二期西土地区画整理事業安全祈願祭が行われ
ました。当日は、施工者の鹿島建設株式会社、設計者の株式会
社オオバなどの関係者が出席し、事業の安全を祈願しました。
　本事業は、成田二
期西地区を新たに住
宅用地として造成す
るもので、面積は9
ヘクタール、事業施
行期間は令和11年3
月31日 ま で を 予 定
しています。

　2月27日、 日 本 生
命保険相互会社と包
括連携協定の締結式
を行いました。
　本協定は、市民の
健康問題の可視化や
情報発信を強化し、
健康増進や地域振興
などの分野において
協働の取組を進める
ものです。

　県内14市の市長をもって組織される宮城県市長会において、
若生市長が会長に選任されました。
　任期は令和8年4月1日から２年間で、市長会の代表として会
議や各種行事への出席をはじめ、国や関係機関・国会議員への
要望活動などを行ってまいります。

日本生命保険相互会社
仙台支社長　星

ほし
 忠
ただ

利
とし

さん

優秀賞を受賞した
半
はん

澤
ざわ

 未
み

羽
う

さん（左）、向
むかい

山
やま

 優
ゆう

正
せい

さん（右）

市制施行10周年を迎える記念すべき年に、本
市の新たなまちづくりの指針となる「第2次富谷
市総合計画」がスタートいたします。
本計画は、令和8年度から10年間を計画期間と
し、第1次計画の将来像「住みたくなるまち日本
一・100年間ひとが増え続けるまち」を継承しな
がら、18の重点施策を核として取組を強化して
まいります。計画の策定にあたり、市民アンケー
トやワークショップなど、多世代にわたる市民の
皆さまの声を反映いたしました。
重点施策の一つが、地域医療・救急医療体制の
充実です。現在、東北医科薬科大学と連携し、「東
北医科薬科大学富谷メディカルセンター（仮称）」
の令和13年度開院を目指し、基本協定締結の協
議を進めております。黒川地区の医師会や医療機
関、行政などが協力・連携する「医療連携支援等
プラットフォーム」の構築により、日常の診療か
ら救急医療まで切れ目なく支える地域医療体制の
強化を図ってまいります。
高齢者の皆さまが住み慣れた地域で安心してい
つまでも自分らしく生き生きと暮らすことができ
るようにするため、心と体の健康づくり、生活支
援や見守り体制の充実、地域で支え合う仕組みづ
くりを推進し、「幸齢社会」の実現を目指した環
境整備に取り組んでまいります。
また、本市は子どもにやさしいまちづくり事業
の実践自治体として、子どもの権利を尊重し、子
どもの視点を市の施策に積極的に生かしておりま
す。こうした取組を地域社会へさらに広げるため、
「子どもにやさしいまちづくり条例」を制定しま
した。自ら考え行動し、挑戦や失敗を重ねながら
成長する子どもたちを温かく見守り、応援するや
さしい気持ちが地域全体に広がることを願ってお
ります。
今後も、本市の強みである「市民力」を生かし
ながら、多様な人々がつながる「オールとみや」
の体制で、「持続可能なまちづくりの推進」、「自
然と都市が調和した田園都市の実現」、「誰にでも
やさしいまちづくりの推進」を柱に、「住みたい」
「住んでよかった」と誰もが
実感できる、市民が主役の
まちづくりを着実に進めて
まいります。

新たな10年へ

富谷市長

若生 裕俊

市長の主な出席公務は市公式ホームページに掲載しています。 12広報とみや 2026.4月号

公民館6館が市民センターに変わります

令和７年度 行政改革の取組状況

　4月1日から、各公民館が市民センターに変わります。これまで
の生涯学習の拠点としての役割に加え、幅広い世代の皆さんがさま
ざまな活動で利用できるようになります。
　今後も、生涯学習や地域交流の拠点として、世代を超えてより多
くの人が集い、まちの未来をともに育む場となることを目指します。

各公民館の名称が下記のとおり、市民センターに変わります
公民館の名称

(3月31日まで)
市民センターの名称

(4月1日から)
電話番号

※変更ありません

富谷中央公民館 富谷中央市民センター ☎022-358-2036

富ケ丘公民館 富ケ丘市民センター ☎022-358-2538

東向陽台公民館 東向陽台市民センター ☎022-373-8271

あけの平公民館 あけの平市民センター ☎022-358-9277

日吉台公民館 日吉台市民センター ☎022-358-8293

成田公民館 成田市民センター ☎022-348-3955

子どもから高齢者まで全ての市民目線に立った
行政運営
　デジタルを活用した市民サービス向上につながる取
組を実施しました。
・�市民バスの現在位置や運行状況がその場でスマート

フォンにて確認できる、バスロケーションシステム
の導入

・�証明書の郵送請求における手数料支払いのキャッシ
ュレスサービス化　等

財政支出の適正化
　歳入確保と歳出削減に特化した行政改革プロジェク
トに取り組み、全事務事業の総点検による経費削減や、
内容の改善等を実施しました。

行政のDXの推進
・�みやぎ電子申請サービスのオプション機能を活用した
「ぴったりサービス」との連携可能な各種業務の調査や、
公金収納におけるeLTAXの活用の検討を進めました。

・�AI、RPAの利用推進について、OCR機能を活用した事
業を実施したほか、RPA活用に関する勉強会を実施し
ました。

市広報紙・ホームページ・SNS等の充実
・�市公式LINEに、利用者が必要な情報を選択して受け取

ることができる「受信設定」の機能を追加し、利便性
向上を図りました。

・�令和７年５月号より広報とみやの紙質・紙厚を見直し、
コスト抑制を図りました。

　複雑・多様化する行政課題へ対応し、富谷市総合計画を着実に推進するため、「第３次富谷市行政改革基本方針(令和
６～８年度)」に基づき行政改革に取り組んでいます。
　引き続き、「住みたくなるまち日本一」の実現に向かって、持続可能な行財政運営に取り組んでいきます。

問 企画政策課　☎022-358-0517

4月1日から

生涯学習
(社会教育)

生涯学習
(社会教育)

まちづくり
地域交流

問 富谷中央市民センター　☎022-358-2036

問 富谷中央市民センター　☎022-358-2036

公民館と市民センターの違いは?
公民館 施設利用の範囲

市民センター 施設利用の範囲
NEW!

　３つの基本方針「行政経営能力の向
上」「市民参画と協働の推進」「持続可
能な財政運営」を目指す各取組を評価
した結果、全ての取組において「計画
通り」以上となりました。

計画より進んでいる実施項目

基本方針 計画より進んでいる 計画通り 計
１ 行政経営能力の向上 6 3 9
２ 市民参画と協働の推進 1 1 2
３ 持続可能な財政運営 1 8 9

合　　計 8 12 20
※やや遅れている、未着手は該当なし



T O M I Y A  L I F E と み や ラ イ フ

15 広報とみや 2026.4月号

オリジナルの素敵な作品が完成
春待ちスワッグづくり　とみやど

2月28日、富谷宿観光交流ステーションとみやどで、ドラ
イフラワーの店kano-hanaさんによる春待ちスワッグづ
くりワークショップが開催されました。同じ花材を使用し
ても形や配置の仕方が違うことで、一人一人オリジナルの
スワッグ（壁飾り）が完成。参加者からは、「これからドラ
イフラワーに変化していく姿も楽しみです」といった声が
聞かれ、春を感じられる素敵な1日になりました。

子どもにやさしいまちづくりの実現を目指して
富谷市子どもにやさしいまちづくりフォーラム

3月15日、「子どもにやさしいまちづくりフォーラム」を
開催しました。基調講演やパネルディスカッションを通し
て、「子どもにやさしいまち」がなぜ地域にとって大切な
のか考える機会となりました。また、「富谷市子どもにや
さしいまちづくり条例」の施行について、学びを深めまし
た。今後も、子どもにやさしいまちを目指して市民の皆さ
んと取り組んでいきます。

思い出と感謝を胸に学び舎を旅立つ 市立小
中学校・幼稚園・保育所で卒業式 卒園式

市立小中学校や幼稚園、保育所で卒業式、卒園式が行われ
ました。富谷小学校では卒業生90人へ卒業証書が授与さ
れ、小学校生活6年間の思い出を振り返るとともに、お世
話になった恩師や両親などへ感謝の気持ちを伝え、学び舎
を旅立ちました。式では、一人一人が将来の夢や中学校生
活での目標などを発表し、新たに始まる中学校生活に向け
て意気込む姿が見られました。卒業・卒園された皆さん、
おめでとうございます。

富谷小学校（3月17日）富谷小学校（3月17日） 成田中学校（3月6日）成田中学校（3月6日）

富ケ丘保育所（3月14日）富ケ丘保育所（3月14日）

T O M I Y A  L I F E と み や ラ イ フ
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めざせ！地元マスター　富谷についての学び
を活かして問題づくりに挑戦  日吉台小学校

2月16日、宮城県が実施する「宮城マスター検定」の問題
づくりに挑戦した日吉台小学校6年生が、宮城マスター検
定推進会議会長を務める東北大学加齢医学研究所の川

かわ
島
しま

隆
りゅう

太
た

教授をお招きし、その成果を発表しました。児童は本市
の「ゼロカーボン」に向けた取組などを題材に問題を作成。
川島教授からは「富谷の良さをよく調べ、上手に問題にで
きています」などと講評があり、郷土への理解を一層深め
る機会となりました。

ミツロウワークショップ
環境にやさしいものづくりを体験

2月21日、成田公民館で「ミツロウワークショップ～地球
環境を守る取組はミツバチとともに～」を開催しました。
ミツバチの巣から採れる天然素材のミツロウを使って、キ
ャンドルとクリームを手作りしました。ミツロウは一般的
な石油由来の原料に比べて、環境への負担が少ない素材で
す。参加者からは「ゼロカーボンに興味を持った」「環境
にも人にもやさしいと知った」といった声が聞かれました。
今後もゼロカーボンの実現に向けた取組を行っていきます。

思いの実現に向けて一歩一歩前進
【第8期】公開富谷塾（第11回定例富谷塾）

3月14日、市役所市民交流ホールにて公開富谷塾として、
先輩起業家講演が行われました。「なぜ、ロープウェイな
のか。～自走式ロープウェイ開発のリアル～」と題して、自
走式ロープウェイ Zipparを開発するZip Infrastructure
株式会社 代表取締役CEO 須

す
知
ち

高
たか

匡
まさ

氏が講演しました。起
業時の経験や現在の取り組み状況など説明があり、多くの
方が先輩起業家の話に熱心に耳を傾けていました。市では
今後も、塾生皆さんの思いの実現に向けて、寄り添ってい
きます。

自走式ロープウェイ　Z
ジ ッ パ ー

ippar
Zipparは、2本のロープと
レール上を走る自走式ロ
ープウェイで、現在実用
に向け福島県南相馬市で
実験が行われています。
導入コストの安さや、交
通渋滞の影響がないなど
メリットが多く、新たな
公共交通機関となること
が期待されています。 写真提供 Zip Infrastructure㈱写真提供 Zip Infrastructure㈱
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【
対
象
】
令
和
５
年
８
月
６
日
～

　
　　
　
令
和
５
年
８
月
21
日
生
ま
れ

【
期
日
】
４
月
16
日（
木
）

【
対
象
】
令
和
５
年
８
月
22
日
～

　
　　
　
令
和
５
年
９
月
５
日
生
ま
れ

５
歳
児
健
診
【
新
規
】

【
期
日
】
４
月
23
日（
木
）

【
対
象
】
令
和
３
年
4
月
2
日
～

　
　　
　
令
和
3
年
4
月
22
日
生
ま
れ

ご
っ
く
ん
離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

【
日
時
】
４
月
21
日（
火
）

　
　　
　

午
前
10
時
～
正
午

【
受
付
】
午
前
9
時
45
分
～

【
対
象
】
令
和
７
年
10
月
21
日
～

　
　　
　
令
和
７
年
11
月
20
日
生
ま
れ

【
締
切
】
４
月
14
日(

火)

も
ぐ
も
ぐ
離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

【
日
時
】
４
月
24
日(
金)

　
　　
　

午
前
10
時
～
正
午

【
受
付
】
午
前
9
時
45
分
〜

【
対
象
】
令
和
７
年
６
月
７
日
～

　
　　
　
令
和
７
年
８
月
５
日
生
ま
れ

【
定
員
】
先
着
24
人　
【
締
切
】
４
月
16
日(

木)

富
谷
す
く
す
く
相
談
（
要
予
約
）

【
期
日
】
４
月
８
日(

水)

【
受
付
】
午
前
9
時
30
分
～
午
前
10
時
50
分

【
対
象
】
未
就
学
児
と
保
護
者
・
妊
産
婦

【
内
容
】�

妊
娠
の
経
過
、
授
乳
、
離
乳
食
、
発

達
や
発
育
、
し
つ
け
な
ど
妊
娠
中
や

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
に
つ
い
て
心

理
士
・
保
健
師
・
栄
養
士
・
助
産
師
・

保
育
士
が
相
談
を
受
け
ま
す
。
事
前

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い(

心
理

相
談
は
１
週
間
前
ま
で)

。

あ
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

「
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
」

【
日
時
】
4
月
９
日（
木
）

　
　　
　

午
前
10
時
15
分
～
午
前
11
時

【
対
象
】
２
～
12
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

【
定
員
】
14
組

【
申
込
】
受
付
中

「
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
お
も
ち
ゃ
作
り
」

【
日
時
】
5
月
14
日（
木
）

　
　　
　

午
前
10
時
15
分
～
午
前
11
時

【
対
象
】
２
～
12
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

【
定
員
】
12
組

【
申
込
】
4
月
21
日（
火
）～

作
っ
て
あ
そ
ぼ
う

「
こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う
」

【
日
時
】
4
月
17
日（
金
）

　
　　
　

午
前
10
時
15
分
～
午
前
10
時
45
分

【
対
象
】
１
歳
～
未
就
園
児
と
保
護
者

【
定
員
】
12
組

【
申
込
】 

受
付
中

「
お
こ
め
粘
土
で
遊
ぼ
う
」

【
日
時
】
5
月
20
日（
水
）

　
　　
　

午
前
10
時
15
分
～
午
前
10
時
45
分

【
対
象
】
１
歳
半
～
未
就
園
児
と
保
護
者

【
定
員
】
12
組

【
申
込
】 

4
月
21
日（
火
）～

あ
か
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば

「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

【
日
時
】
4
月
23
日（
木
）

　
　　
　

午
前
10
時
15
分
～
午
前
11
時
15
分

【
対
象
】
2
～
12
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

お
話
し
会

「
と
み
や
♡
こ
っ
こ
の
会
」　　

【
日
時
】
4
月
16
日（
木
）　

　
　　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

【
場
所
】
あ
け
の
平
市
民
セ
ン
タ
ー 

　
　　
　

 

プ
レ
イ
ル
ー
ム

子
育
て
サ
ロ
ン

「
ぐ
ー
ち
ー
ぱ
ー
」

【
日
時
】
4
月
20
日（
月
）

　
　　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時

【
場
所
】
成
田
市
民
セ
ン
タ
ー　
和
室

「
ど
ー
な
っ
つ
」

【
日
時
】
4
月
21
日（
火
）　

　
　　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時

【
場
所
】
富
ケ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　　
　
プ
レ
イ
ル
ー
ム

市
民
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

と
み
や
子
育
て
サ
ロ
ン

か
ら
の
お
知
ら
せ

【
定
員
】
12
組

【
申
込
】
4
月
1
日（
水
）～

子
育
て
講
座
「
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

【
日
時
】
4
月
30
日（
木
）

　
　　
　

午
前
10
時
～
午
前
11
時

【
対
象
】�

１
歳
５
カ
月
～
３
歳
未
満
児
と
保
護
者

【
定
員
】
15
組
【
申
込
】
4
月
1
日（
水
）～

　市立・認可保育所に入園した場合の保育料
と現在通園している認可外保育園の保育料と
の差額を助成します。対象者や限度額は市の
ホームページをご確認ください。
　また、無償化対象児童が補助金を受けるに
は、事前に認定を受ける必要があります。
※�算定の結果、助成対象外となる場合があり
ます

【対象事業】�認可外保育、一時預かり、病児
保育、子育て援助活動支援（フ
ァミサポ）

【申請用紙配布】子育て支援課
【配布期間】3月2日(月) ～
※令和７年上半期分支給者には申請書を送付します
【受付期間】4月1日(水)～30日(木)※締切厳守

〈補助金申請までの流れ〉

　市では、次の医療費（健康保険適用分）を助成しています。
　受給資格登録申請がお済みでない方は、子育て支援課または各出張所
で申請してください。
①子ども医療費助成
【対象】0～18歳に達する年の年度末までの児童
②母子・父子家庭医療費助成（所得制限・一部負担金あり）
【対象】ひとり親家庭の母・父と扶養される児童・父母のいない児童
　　　　※対象児童が18歳に達する年の年度末まで

受給者証の有効期限にご注意ください！
●転勤・転職等により加入している健康保険が変更になった場合
　→変更手続きが必要です
●富谷市外への転出などによる資格喪失後に受給者証を使用した場合
　→医療費助成相当額を返還していただきます

問子育て支援課　☎022-358-0516

　令和8年度から、RSウイルスワクチンを定期予防接種として実施します。
RSウイルスワクチンとは？
　妊婦に接種することで作られた抗体が、胎盤を介して
胎児に移行することで、新生児および乳児におけるRSウ
イルス感染症を予防できます。
【対象者】接種日時点で妊娠28週以上37週未満の方
【接種券の交付方法】母子健康手帳交付時にお渡しします。
※�すでに母子健康手帳の交付を受けている方には、個別に接種券を郵送します
問とみや子育て支援センター（とみここ）　☎022-343-5528

認可外保育園等を利用したご家庭
の保育料の一部を助成します
（令和7年度下半期分）

医療費助成のお知らせ

RSウイルスワクチンの定期接種化

問子育て支援課　☎022-358-0516

3月2日～
申請書配布

5月中旬
交付決定通知発送

4月1日～30日
申請受付

5月下旬
補助金支給

▲

▲

▲

お
話
し
会
・
子
育
て
サ
ロ
ン
と
も
、
乳
幼

児
親
子
対
象
（
予
約
不
要
）

と
み
や
子
育
て
サ
ロ
ン

富
谷
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階

☎
０
２
２
︱
７
７
９
︱
６
９
８
１

申
込
受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
前
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

子 育 て の
ひ
ろ
ば子 育 て の

ひ
ろ
ば

16広報とみや 2026.4月号

３
～
４
カ
月
児
健
診

【
期
日
】
４
月
15
日（
水
）

【
対
象
】
令
和
７
年
11
月
29
日
～

　
　　
　
令
和
７
年
12
月
23
日
生
ま
れ

１
歳
６
カ
月
児
健
診

【
期
日
】
４
月
９
日（
木
）

【
対
象
】
令
和
６
年
９
月
13
日
～

　
　　
　
令
和
６
年
10
月
６
日
生
ま
れ

３
歳
児
健
診

【
期
日
】
４
月
22
日（
水
）

【
対
象
】
令
和
４
年
8
月
31
日
～

　
　　
　
令
和
４
年
９
月
24
日
生
ま
れ

※�

時
間
等
は
個
別
通
知
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
通
知
が
届
か
な
い
方
、
転
入
し
た
方

で
前
住
所
地
で
の
健
診
が
お
済
み
で
な
い

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

１
カ
月
、２
カ
月
、８
～
９
カ
月
児
健
診
は

個
別
通
知
を
し
ま
せ
ん
の
で
、
対
象
月
齢

に
な
っ
た
ら
母
子
健
康
手
帳
別
冊
の
受
診

券
を
持
参
し
、忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診

【
期
日
】
４
月
２
日（
木
）

【
対
象
】
令
和
５
年
８
月
６
日
～

　
　　
　
令
和
５
年
８
月
21
日
生
ま
れ

【
期
日
】
４
月
16
日（
木
）

【
対
象
】
令
和
５
年
８
月
22
日
～

　
　　
　
令
和
５
年
９
月
５
日
生
ま
れ

５
歳
児
健
診
【
新
規
】

【
期
日
】
４
月
23
日（
木
）

【
対
象
】
令
和
３
年
4
月
2
日
～

　
　　
　
令
和
3
年
4
月
22
日
生
ま
れ

ご
っ
く
ん
離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

【
日
時
】
４
月
21
日（
火
）

　
　　
　

午
前
10
時
～
正
午

【
受
付
】
午
前
9
時
45
分
～

【
対
象
】
令
和
７
年
10
月
21
日
～

　
　　
　
令
和
７
年
11
月
20
日
生
ま
れ

【
締
切
】
４
月
14
日(

火)

も
ぐ
も
ぐ
離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

【
日
時
】
４
月
24
日(
金)

　
　　
　

午
前
10
時
～
正
午

【
受
付
】
午
前
9
時
45
分
〜

【
対
象
】
令
和
７
年
６
月
７
日
～

　
　　
　
令
和
７
年
８
月
５
日
生
ま
れ

【
定
員
】
先
着
24
人　
【
締
切
】
４
月
16
日(

木)

富
谷
す
く
す
く
相
談
（
要
予
約
）

【
期
日
】
４
月
８
日(

水)

【
受
付
】
午
前
9
時
30
分
～
午
前
10
時
50
分

【
対
象
】
未
就
学
児
と
保
護
者
・
妊
産
婦

【
内
容
】�

妊
娠
の
経
過
、
授
乳
、
離
乳
食
、
発

達
や
発
育
、
し
つ
け
な
ど
妊
娠
中
や

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
に
つ
い
て
心

理
士
・
保
健
師
・
栄
養
士
・
助
産
師
・

保
育
士
が
相
談
を
受
け
ま
す
。
事
前

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い(

心
理

相
談
は
１
週
間
前
ま
で)

。

プ
レ
マ
マ
・
プ
レ
パ
パ
学
級
（
要
申
込
）

「
楽
し
く
過
ご
そ
う
！
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
♪
」

【
日
時
】
４
月
14
日(

火)

午
前
10
時
～
正
午

【
受
付
】
午
前
９
時
40
分
～
午
前
９
時
55
分

【
対
象
】�

妊
娠
中
の
方
と
そ
の
夫（
パ
ー
ト
ナ
ー
）

【
内
容
】�

情
報
交
換
、
ア
ロ

マ
ハ
ン
ド
ト
リ

ー
ト
メ
ン
ト

【
締
切
】
４
月
３
日(

金)

あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
（
コ
ー
ド
要
申
込
）

　

と
み
こ
こ
内
に
遊
び
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、

開
放
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
４
月
６
日(

月)

、 

20
日(

月)

　
　　
　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

【
対
象
】
未
就
園
児
親
子

【
申
込
】
４
月
１
日(

水)

午
前
８
時
30
分
～

赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

【
日
時
】
４
月
28
日(

火)

午
前
10
時
～
正
午

【
対
象
】�

令
和
８
年
２
月
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん

と
そ
の
お
母
さ
ん

【
内
容
】�

お
お
む
ね
２
カ
月
に
な
る
赤
ち
ゃ
ん

の
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
の
交
流
会

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

【
期
日
】
４
月
10
日（
金
）、5
月
1
日(

金)

【
受
付
】
午
前
９
時
30
分
～
午
前
10
時

【
対
象
】
１
歳
に
至
る
ま
で

【
持
物
】
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
・
お
薬
手
帳

※�

予
診
票
を
紛
失
し
た
方
は
、
子
育
て
支
援
課

や
と
み
こ
こ
、
各
出
張
所
で
再
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い

期
限
内
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
２
期
）

【
対
象
】�

令
和
２
年
4
月
2
日
～
令
和
３
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
小
学
校
入
学
前
の

お
子
さ
ん

※�

無
料
で
接
種
で
き
る
の
は
、
令
和
９
年
３
月

31
日
ま
で

二
種
混
合

【
対
象
】�

平
成
26
年
4
月
2
日
～
平
成
27
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

※�

無
料
で
接
種
で
き
る
の
は
、13
歳
に
な
る
ま
で

出
生
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
全
員
を
対
象
に 

家
庭
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
！

　
助
産
師
や
保
健
師
が
家
庭
訪
問
し
、
お
母
さ

ん
や
赤
ち
ゃ
ん
の
体
調
、
育
児
に
つ
い
て
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
生
後
４
カ
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

※�

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
、
母
子
健
康
手
帳

別
冊
の
出
生
連
絡
票
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
電
子
申
請
も
可
）

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

【
交
付
日
】
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

【
受　
付
】
午
前
９
時
45
分
～
午
前
10
時

【
対　
象
】
妊
娠
の
診
断
を
受
け
た
方

【
内　
容
】�

手
帳
や
諸
制
度
の
説
明
、
妊
娠
期

を
健
や
か
に
過
ご
す
た
め
の
話

※�

交
付
日
で
の
参
加
が
難
し
い
場
合
は
別
日
程

を
ご
案
内
し
ま
す
の
で
事
前
に
と
み
こ
こ
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
代

理
人
が
交
付
を
受
け
る
際

は
、
委
任
状
が
別
途
必
要

で
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

（
と
み
こ
こ
）か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
と
み
こ
こ
）

☎
０
２
２
︱
３
４
３
︱
５
５
２
８

申
込
受
付
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

申込
フォーム

4月6日
申込フォーム

4月20日
申込フォーム

申込フォーム

�

１
カ
月
児
健
診
開
始
の
お
知
ら
せ

　
１
カ
月
児
健
診
は
、
医
療
機
関
で
の
個
別

健
診
と
な
り
、
令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
に

生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

受
診
券
が
送
付
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

と
み
こ
こ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



健 康健 康

19 広報とみや 2026.4月号 HIV抗体検査・骨髄バンク登録（要予約）　【日時】4月9日（木）、23日（木）9:30～11:30　
問・申 宮城県塩釜保健所黒川支所　☎022-358-1111

8020(ハチマルニイマル)
よい歯のコンクール

高齢者肺炎球菌感染症予防接種

　健康に食べるためには、歯を大切にするこ
とが必要です。その大切さを広めるため、80
歳で自分の歯を20本以上保つ8020(ハチマル
ニイマル)運動推進の一環として実施します。

【対象】
　�令和8年6月4日現在満85歳以上で現在歯が

20本以上（治療完了）で健康状態が良好、
および歯科健診を年2回以上受診している方

　※�令和7年度に本コンクールにて受賞された
方の応募はご遠慮ください

【応募方法】
　�住所、氏名（フリガナ）、生年月日、年齢、

電話番号、かかりつけ歯科医院または最寄
りの歯科医院を記入の上、はがきまたはフ
ァクスで申し込みください。

【応募締切】5月22日（金）
【応募先】
　〒980－0803　
　仙台市青葉区国分町1丁目5-1
　宮城県歯科医師会「コンクール事務局」宛
　☎022-222-5960　 022-225-4843

　対象の方(65歳になる方)へ、誕生月の翌月
上旬を目安に案内を送付しています。同封の
案内や市公式ホームページを参考に、医療機
関に予約の上、接種してください。
接種
場所

富谷市・黒川郡内の指定医療機関
※その他、宮城県内の指定医療機関でも受診可能です

期間 65歳の誕生日の前日から66歳の誕生日の前日まで
※66歳以上の方は対象外です

対象

・接種日時点で65歳の方
・�60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓または呼吸器

の機能に障がいがあり、身の回りの生活が極度に制限
される方、ヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫の
機能に障がいがあり、日常生活がほとんど不可能な方

自己
負担

5,500円（生活保護を受けている方は無料）
※�令和8年4月1日よりワクチンの種類および自己負担額

が変更となります
※�過去に肺炎球菌ワクチンの接種を受けた方は、対象外

です

持ち物 予診票・個人票、マイナ保険証・その他健康保険の資格
が確認できるもの、予防接種費用

※�令和8年3月までに送付された予診票は4月以降使用できませ
ん。対象者には4月中旬ごろまでに新しい予診票を送付します
ので、そちらを持参してください。

募集

問 健康推進課　☎022-358-0512問 健康推進課　☎022-358-0512

市公式
ホーム
ページ

帯状疱疹ワクチン予防接種費用の一部を助成します

定期接種助成
　帯状疱疹は、70歳代で発症する方が最も多くなっていることもあり、定期接種の対象年齢は65歳に設定
されています。対象者には4月中旬までに個別に案内を送付します。ぜひこの機会に接種をご検討ください。

【対象者】接種日時点で市内に住所があり、次のいずれかに該当する方
①令和8年度内に65歳・70歳・75歳・80歳・85歳・90歳・95歳・100歳を迎える方
②�60歳以上65歳未満で、ヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫の機能に障がいがあり、日常生活がほとんど不可能な方
※任意で接種された方のうち、市の助成を受けた方は対象外です

【対象ワクチンと自己負担額】
種類 生ワクチン 組換えワクチン

接種回数 １回 ２カ月以上の間隔を空けて2回
持続性 5年程度 10年程度

自己負担額 4,800円(1回限り) １回あたり12,000円(2回まで)

任意接種助成（市独自助成）
　50歳以上の定期接種対象外の方に対する任意接種助成を行っています。
【対象者】接種日時点で市内に住所がある50歳以上の方　
※以下に該当する方は対象外です
・定期接種の対象者もしくは過去に定期接種として助成を受けた方　・過去に任意接種助成を受けたことがある方

【対象ワクチンと自己負担額】
種類 生ワクチン 組換えワクチン

助成額 4,000円(1回限り) １回あたり10,000円(2回まで)
【申請期限】接種日（組換えワクチンは1回目が基準日）から1年以内
　　　　　※申請方法は市公式ホームページをご覧いただくか、問い合わせください

市公式
ホームページ

問・申 健康推進課　☎022-358-0512

健 康健 康

18広報とみや 2026.4月号今月の献血　【日時】 4月12日(日) 10：00～11：45、13：00～16：00
【会場】 イオンモール富谷　問 健康推進課　☎022-358-0512

富
谷
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
委
員

　
「
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
元
気
に
暮
ら
す
ま
ち
づ

く
り
」
を
基
本
理
念
に
、
富
谷
市
健
康
推
進
計

画
を
策
定
し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
市
民
の
視
点
で
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
ご
意

見
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
富
谷
市
健
康
づ
く
り

推
進
協
議
会
委
員
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
公
募

し
ま
す
。

【
任
期
】

　
令
和
8
年
6
月
～
令
和
10
年
5
月
（
予
定
）

【
募
集
期
間
】
4
月
1
日（
水
）～
15
日（
水
）

【
募
集
人
数
】
若
干
名　
【
提
出
物
】
履
歴
書

問
健
康
推
進
課　
☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
１
２

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
の
入
院
・
通
院
費
用
の
助
成
金
交
付

　
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
者
の
負
担
の

軽
減
を
図
り
、
骨
髄
等
の
移
植
を
推
進
す
る
た

め
、
骨
髄
等
を
提
供
し
た
方
に
助
成
金
を
交
付

し
ま
す
。
対
象
と
な
る
要

件
や
必
要
書
類
な
ど
の
詳

細
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
助
成
対
象
】

次
の
骨
髄
等
の
提
供
に
係
る
通
院
・
入
院

・
最
終
合
意
の
た
め
の
面
接

・
健
康
診
断
の
た
め
の
通
院

・
自
己
血
採
血
の
た
め
の
通
院

・
骨
髄
等
採
取
の
た
め
の
入
院

・�

そ
の
他
骨
髄
等
の
提
供
に
関
し
て
、
骨
髄
バ

ン
ク
が
必
要
と
認
め
る
通
院
の
日
数

【
助
成
金
額
】�

骨
髄
等
の
提
供
に
際
し
て
入
院 

お
よ
び
通
院
に
要
し
た
日
数
1

日
に
つ
き
2
万
円(

上
限
7
日)

【
申
請
期
限
】�

提
供
が
完
了
し
た
日
か
ら
1
年

以
内

問
健
康
推
進
課　
☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
１
２

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
20
歳
に
な
る
と
学
生
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
す
る
義
務
が
発
生

し
ま
す
が
、
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
在

学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予(

納
期
の
延
長)

さ
れ
ま
す
。

　
在
学
中
は
年
度
ご
と
に
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、希
望
す
る
方
は
、

忘
れ
ず
に
健
康
推
進
課
ま
た

は
各
出
張
所
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
必
要
書
類
】

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
分
か
る
も
の
ま
た
は
基
礎

年
金
番
号
が
分
か
る
書
類
（
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
な
ど
）

・
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
原
本
）

問
健
康
推
進
課

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
１
２

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
出
産
し
た
場

合
、
出
産
前
後
の
一
定
期
間
の
国
民
年
金
保
険

料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

【
免
除
期
間
】　

　

�

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

前
月
か
ら
４
カ
月
間

※�

多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま
た
は

出
産
日
が
属
す
る
月
の
３
カ
月
前
か
ら
６
カ

月
間
と
な
り
ま
す
。

【
申
請
期
間
】

　
出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
届
出
可
能
。

【
対
象
】

　

�

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
出
産
日
が
平

成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
方

問
健
康
推
進
課

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
１
２

市公式
ホームページ

がん患者等医療用補正具の購入費用助成
　がん患者の方などの治療と社会参加の両立を支援し、療養生活の質の向上、経済的負担の軽減を
図るため、下記品目の購入費用を一部助成します。必要書類などの詳細は、市公式ホームページを
ご覧ください。

品目 医療用ウィッグ、乳房補正具　

対象者

・�申請日に、市内に住所を有する方　
・�がんと診断され、その治療を受けたまたは受けている方。または、がん以外の疾患（加齢によるものを

除く）と診断され、医療用ウィッグにより身体の外表の特性等を補う必要がある方
・�がん治療またはがん以外の疾患（加齢によるものを除く）に伴う脱毛またはがん治療の手術による乳房

切除により、就労や社会参加に支障がある方
・�世帯の市民税（所得割課税年額）が30万4,200円未満の方　
・�過去に他の都道府県および市区町村において医療用ウィッグまたは乳房補正具の購入に対する助成等を

受けていない方
・�市税に滞納のない方

助成額

①令和8年4月1日以降に医療用ウィッグを購入したがん患者の方
　→3万円または助成対象経費の額に2分の1を乗じて得た額のいずれか低い額
②�乳房補正具を購入した方または医療用ウィッグを購入したがん患者以外の方または令和8年3月31日以

前に医療用ウィッグを購入したがん患者の方
　→2万円または助成対象経費の額に2分の1を乗じて得た額のいずれか低い額
※送料や手数料は助成に含みません
※�令和8年4月1日より、医療用ウィッグを購入したがん患者の方の助成上限額が3万円に変更となりまし

た（購入日が令和8年4月1日以降の方が対象となります）
助成回数 補正具1種類につき1回限り（乳房補正具は左右それぞれ1種類）
申請期限 購入した日から1年以内
問・申 健康推進課　☎022-358-0512

市公式
ホーム
ページ

公募
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4月各種教室・講座の予定について 参加希望の方は、各センターへ申し込みください。

問・申 各圏域地域包括支援センター
いちい(富ケ丘・鷹乃杜・日吉台・杜乃橋)　　　　　　　　　☎022-343-5920　
さくら(東向陽台・明石台・成田・大清水・上桜木)　　　　　☎022-205-2571　
わかば(富谷地区・太子堂・ひより台・とちの木・あけの平)　☎022-779-0633　

センター名 日時 場所 対象 定員 内容

いちい

4月2日(木)
10:00～11:30 富ケ丘南部会館 65歳以上

の市民 - にこにこカフェ
「介護予防教室〜骨の健康チェック〜」

4月24日(金)
10:00～11:30 富ケ丘南部会館 市民 - 暖々の会

(認知症について語り合える居場所)

さくら

4月17日(金)
13:30～15:00 みやぎ生協明石台店 市民 - とみやひまわりカフェ

(認知症について語り合える居場所)

4月20日(月)
10:00～11:30 東向陽台市民センター 65歳以上

の市民 - 介護予防教室「自分の体の今を知ろう！～
高齢者に大切な筋肉や骨密度の測定～」

わかば

4月21日(火)
10:00～11:30 富谷中央市民センター 65歳以上

の市民 20人 介護予防教室「季節の変わり目の体調管理！
ツボ押し体験教室」

4月22日(水)
10:00～11:30 あけの平市民センター 市民 - あけぼのカフェ

(認知症について語り合える居場所)

※予定が変更になることもありますのでご了承ください

100歳おめでとうございます

書物を読むことが
お好きな

千
ち

田
だ

 ゆきさん
(富ケ丘)

ご自身の歯で
食事を楽しみ、
踊りが大好きな

小
お

田
だ

木
ぎ

 かすくさん
（ひより台）

　百寿をお祝いして、市長から100歳を迎えた
方へ祝詞と記念品をお渡ししました。

2月21日

3月5日

サロンより愛での調理ボランティア

手話通訳者養成講座

　サロン自慢の昼食作りにご協力いただくボランティアを募集して
います。詳細は、問い合わせください。

サロンより愛とは
　65歳以上の方で、サロンに通うことで元気を維持したい方を対
象に、火・水・木曜日に富谷市社会福祉協議会が実施しています。

【内容】昼食作り、配膳、午後の活動、片付け
【場所】福祉健康センター
【時間】10：00～14：00ごろ
【回数】火・水・木曜日のいずれか月1回～
　　　　（ご都合に合わせて調整可能）※祝日・年末年始等はお休み

【持ち物】エプロン、三角巾、上靴
問 富谷市社会福祉協議会　☎022-358-3981

【対象】手話通訳者を目指し、次の条件を満たす方。
　 　　①聴覚障害者と手話で日常会話ができる方
　 　　②�県内在住で、講座修了後に登録試験を受験し、手話通訳者

として登録し活動できる方
【定員】20人（選考試験あり）
【日時】令和8年5月～令和9年10月の主に土曜日（83講座）
【場所】みやぎハートフルセンター
【費用】テキスト代　12,650円
【申込】4月20日（月）（必着）まで
　　　　申込の詳細は右記フォームから確認してください。
問 宮城県聴覚障害者情報センター（みみサポみやぎ）
　☎022-393-5501

募集

受講生
募集

詳細は
こちらから

地域包括支援センターだより

福 祉福 祉
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福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
教
室
参
加
者
募
集

【
対
象
】
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

【
受
付
】
4
月
17
日(

金)

ま
で

①
つ
る
か
め
運
動
教
室
（
各
コ
ー
ス
５
回
）

　
自
分
に
あ
っ
た
内
容
で
体
を
動
か
し
、
健
康

づ
く
り
を
行
い
ま
せ
ん
か
？
３
コ
ー
ス
の
中
か

ら
選
ん
で
参
加
で
き
ま
す
。

①
レ
ク
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
運
動
コ
ー
ス

②
運
動
多
め
コ
ー
ス

③
初
め
て
の
運
動
コ
ー
ス

【
日　
時
】
①
５
月
20
日(

水)

～
6
月
17
日(
水)

　
　　
　
　
②
6
月
24
日(

水)

～
7
月
22
日(
水)

　
　　
　
　
③
9
月
2
日(

水)

～
10
月
7
日(

水)

　
　　
　
　

�

①
～
③
各
コ
ー
ス 

毎
週
水
曜
日
５

日
間　

　
　　
　
　

午
前
10
時
15
分
～
午
前
11
時
45
分

【
定　
員
】
各
コ
ー
ス
そ
れ
ぞ
れ
15
人　

【
講　
師
】
ケ
ア
オ
フ
ィ
ス　
佐さ

さ々

木き 

良り
ょ
う

さ
ん

②
第
１
回
楽
々
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

「
か
つ
お
の
ミ
ラ
ノ
風
カ
ツ
レ
ツ
」

　
手
軽
に
購
入
で
き
る
食
材
を
使
い
か
ん
た
ん

料
理
を
学
び
ま
す
。

【
日　
時
】
５
月
15
日(

金)

　
　　
　
　

午
前
10
時
15
分
～
午
後
１
時

【
定　
員
】
20
人　
【
費　
用
】
５
０
０
円

【
講　
師
】
旬
菜
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　　
管
理
栄
養
士　
浅あ
さ

野の 

ゆ
か
さ
ん

問
・
申
・
会
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
２
２
ー
３
５
８
ー
７
４
６
６

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会　

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
が
、

お
互
い
の
思
い
や
悩
み
を
語
り
合
い
、
認
知
症

の
こ
と
や
介
護
の
工
夫
な
ど
情
報
交
換
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
4
月
15
日（
水
）

　
　　
　

午
前
10
時
15
分
～
正
午

問
・
会
保
健
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　　

☎
０
２
２
―
３
４
８
―
１
１
３
８

ひ
き
こ
も
り
医
師
相
談

　
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
に
つ
い

て
、
精
神
科
医
師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

【
日
時
】
4
月
15
日(

水)

　
　　
　

午
後
3
時
20
分
～
午
後
４
時
40
分

　
　　
　
※
１
人
あ
た
り
お
お
む
ね
40
分
程
度

【
場
所
】
富
谷
市
役
所

【
対
象
】�

富
谷
市
に
お
住
ま
い
で
、
ひ
き
こ
も

り
に
関
す
る
悩
み
を
お
持
ち
の
本
人

や
家
族(

義
務
教
育
を
修
了
し
た
方)

【
申
込
】�

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
予
約

は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
電

話
の
際
に
相
談
内
容
の
聞
き
取
り
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
・
申
地
域
福
祉
課　
☎
０
２
２
―
３
５
８
―
３
２
９
４

教
え
て
！
成
年
後
見
制
度 

中
核
機
関
と
は
？

　
権
利
擁
護
支
援
を
必
要
と
す
る
市
民
の
方
を

迅
速
に
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
、
各
関

係
機
関
の
中
心
と
な
り
全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
を
担
う
中
核
機
関
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
中
核
機
関
は
、
保
健
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
が
事
務
局
と
な
り
、
制
度
に
関
わ
る
相
談
、

周
知
啓
発
、
市
民
後
見
人
を
含
む
後
見
人
等
の

支
援
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
成
年

後
見
制
度
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
成
年
後
見
人
制
度
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
の
方
に
関
す
る
こ
と

　

保
健
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
２
２
―
３
４
８
―
１
１
３
8

　

障
が
い
の
あ
る
方
に
関
す
る
こ
と

　

地
域
福
祉
課　
☎
０
２
２
―
３
5
８
―
３
２
９
４

「サポーター養成基礎研修」
　あらゆる世代が元気に暮らす健康自慢のま
ちづくりを目指し、市の高齢保健福祉事業で
活躍する「地域サポーター」や「運動サポー
ター」を養成しています。サポーターの皆さ
ん一人一人の活躍が、市民の皆さんにとって
も“活き活きと暮らすことができる地域”に
なります。ぜひ活動に参加してみませんか？

【日時】5月21日(木) 10:00～12:00
【対象】�高齢者を対象とした地域での支え合

い活動に興味・関心がある方
【申込】5月14日(木)まで
※�運動サポーターとして活動希望の方は、本

研修に加え、運動サポーター養成研修Ⅰ（6
月実施予定）の受講が必要となります

問・申・会 �保健福祉総合支援センター　☎022-348-1138

参加者
募集

地域サポーターとは
　「ゆとりすとクラブ・
サロン」や「街かどカ
フェ」等において、高
齢者の閉じこもり予防
や生きがいづくりのた
めに、運営として活動
していただく方です。

運動サポーターとは
　高齢者の介護予防
事業として開催して
いる「筋トレ型通所
サービス」で運動や
運営の補助として活
動していただく方で
す。

戦
没
者
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

～
第
12
回
特
別
弔
慰
金
の
支
給
～

　
令
和
７
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
遺
族
年
金
」
な
ど

を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等

の
妻
や
父
母
な
ど
）
が
い

な
い
場
合
に
、
先
順
位
の

ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
要
件
な
ど
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
支
給
内
容
】
額
面
27
・
５
万
円

　
　　
　
　
　
５
年
償
還
の
記
名
国
債

【
請
求
期
間
】

　
令
和
７
年
４
月
１
日
～
令
和
10
年
３
月
31
日

【
請
求
窓
口
】
長
寿
福
祉
課

※
出
張
所
で
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん

問
長
寿
福
祉
課

　
☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
１
３

とみサポ　こころね
　地域と施設の支え合い事業「とみサポ こころね」施設
サポーター養成研修受講者を募集します。施設サポーター
には、市内高齢者施設に定期的に寄り添いボランティアと
して友情訪問をする活動を行っていただきます。

【日時】①4月23日（木）9:30～11:30� ②4月24日（金）10:00～16:15
【会場】富谷中央市民センター　【参加費】無料　【定員】10人
【対象】�富谷市にお住まいの方で、研修修了後にサポーター登録して活動可能な方
【内容】・施設ボランティア概論　・高齢者の心身の理解
　　 　・コミュニケーション技術等

【申込】4月17日（金）までに電話または申込フォームより申し込みください。
問 富谷市社会福祉協議会　☎022-358-3981

受講生
募集

申込フォーム
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4月6日(月)～15日(水)は
令和8年春の交通安全県民総ぐるみ運動

特殊詐欺対策電話装置等の購入補助

【交通事故死亡ゼロを目指す日】4月10日(金)	
運動の重点目標
①�通学路・生活道路におけるこどもを始めとする歩

行者の安全確保
②�「ながらスマホ」の根絶や歩行者優先等の安全運

転意識の向上
③�自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの

理解・遵守の徹底
問 防災安全課　☎022-358-3180

　70歳以上の方を対象に、購入費用の一部
を補助します。購入補助には、要件や必要書
類がありますので、詳細は市公式ホームペー
ジをご覧になるか問い合わせください。

【対象になる電話機器など】
・�着信時に電話相手方に通話内容を録音する

応答機能があるもの
・通話内容を自動的に録音する機能があるもの
・令和8年4月1日以降に新品で購入したもの

【補助額】購入費のうち5,000円を上限
問・申 防災安全課　☎022-358-3180

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
費
用
助
成

　

市
で
は
自
転
車
利
用
者
の
安
全
面
を
考
慮

し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
推
進
の
た
め
、
購
入

費
用
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
】

・
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
、
Ｊ
Ｃ
Ｆ
マ
ー
ク
、
Ｃ
Ｅ
マ
ー

　
ク
、
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
、
Ｇ
Ｓ
マ
ー
ク
な
ど

　
が
つ
い
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト

・
令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
新
品
で
購
入
し
た

　
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

【
補
助
額
】

　
購
入
費
の
2
分
の
１

（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

と
し
、２
０
０
０
円
を
上
限

※
交
付
は
１
人
に
つ
き
１
回
で
す

問
・
申
防
災
安
全
課

　
　
　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
３
１
８
０

富
谷
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
金

　
犯
罪
行
為
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
遺

族
ま
た
は
傷
病
を
負
っ
た
犯
罪
被
害
者
の
方
に

支
援
金
を
給
付
し
ま
す
。
詳
細
は
、
市
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】�

犯
罪
行
為
に
よ
る
被
害
に
あ
っ
た
方

ま
た
は
ご
遺
族

【
対
象
と
な
る
犯
罪
行
為
】

　
殺
人
、
傷
害
、
危
険
運
転
致
死
傷
な
ど
の
故

意
犯

【
支
援
金
】

・
遺
族
支
援
金　
30
万
円

・
傷
病
支
援
金　
10
万
円

・
死
体
検
案
費
用
支
援
金　
最
大
10
万
円

※�

死
体
検
案
書
料
を
除
く
死
体
検
案
に
要
し
た

費
用

問
・
申
防
災
安
全
課

　
　
　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
３
１
８
０

「
も
っ
た
い
な
い
」
を
誰
か
の
笑
顔
に
！ 

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
ご
協
力
を

　
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
食
品
を
「
支
援
を
必
要

と
す
る
方
」
へ
お
届
け
す
る
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
食
品
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
う
ど
ば
ん
く
東

北
あ
が
い
ん
を
通
し
て
提
供
さ
れ
ま
す
。
お
い

し
く
食
べ
き
り
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

【
場
所
】

・
市
役
所
1
階　
生
活
環
境
課

・
各
出
張
所
ま
た
は
市
民
セ
ン
タ
ー

・
イ
オ
ン
富
谷
店

・
ヤ
マ
ザ
ワ
富
谷
成
田
店

・
と
み
や
ど　
内
ケ
崎
作
三
郎
記
念
館

【
対
象
食
品
】

　

�

賞
味
期
限
が
1
カ
月
以
上
あ
り
、
常
温
保
存

が
可
能
な
未
開
封
の
も
の
（
米
、
イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
、
缶
詰
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
缶
詰
、

菓
子
、
災
害
備
蓄
食
品
な
ど
）

問
生
活
環
境
課　
☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
１
５

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
委
嘱
の
お
知
ら
せ

　
新
た
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
厚

生
労
働
大
臣
お
よ
び
宮
城
県
知
事
よ
り
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

主
任
児
童
委
員
の
委
嘱
の
お
知
ら
せ

　
新
た
に
主
任
児
童
委
員
と
し
て
、
厚
生
労
働

大
臣
お
よ
び
宮
城
県
知
事
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

問
長
寿
福
祉
課　

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
１
３

お
花
見
の
際
の
路
上
駐
車
に
つ
い
て　

　
お
花
見
を
す
る
際
に
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
る

場
所
で
の
駐
停
車
や
地
域
の
方
の
迷
惑
と
な
る

よ
う
な
路
上
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
防
災
安
全
課

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
３
１
８
０

市公式LINE受信設定
　市公式LINEでは、7つのカテゴ
リーから必要な情報のみ選択して
受け取ることができる「受信設定」
の機能を追加しました。
　なお、受信設定はLINEの画面下メニュー
からいつでも変更可能です。
※�緊急性や重要性が高い情報は、受信設定に

関わらず、登録者全員にお知らせします

欲しい情報をピンポイントでお届け！

市公式
ホームページ

市公式
ホームページ

市公式
ホームページ

志
し

田
だ

 幹
みき

夫
お

さん
（明石台第一）

唐
から

沢
さわ

 清
きよし

さん
（中部地区全域）

佐
さ

藤
とう

 合
あい

子
こ

さん
（富ケ丘二丁目）

阿
あ

保
ぼ

 寿
ひさ

美
み

さん
（富ケ丘四丁目）

山
やま

田
だ

 幸
さち

枝
え

さん
（町中）

永
なが

浦
うら

 香
か

織
おり

さん
（富ケ丘二丁目）

市公式LINE

70歳以上
の方へ

問 市長公室　☎022-358-3151
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市
民
一
斉
清
掃
活
動 

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま
す

【
日
時
】
４
月
12
日（
日
）午
前
6
時
～

　
地
区
に
よ
っ
て
開
始
時
刻
が
異
な
り
ま
す
。

※�

雨
天
時
の
実
施
は
、
町
内
会
へ
ご
確
認
く
だ

さ
い

問
生
活
環
境
課　

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
１
５

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
ご
み
収
集

　
地
区
の
収
集
日
程
の
と
お
り
、
通
常
の
ご
み

収
集
を
行
い
ま
す
。
４
月
に
配
布
の
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課　
☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
１
５

ジ
ュ
ニ
ア・リ
ー
ダ
ー「
あ
り
ん
こ
」会
員
募
集

　
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
は
、
子
ど
も
会
活
動

や
イ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
お
手
伝
い
等
を

し
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
中
学
生
、
高
校
生
の

サ
ー
ク
ル
で
す
。
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
動
し
て
み
た
い
方
や

興
味
の
あ
る
中
学
生
、
高

校
生
の
皆
さ
ん
か
ら
の
連

絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課　
☎
０
２
２
―
３
５
８
―
５
４
０
０

富
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

会
員
募
集
・
入
会
説
明
会

　
現
在
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
60
歳
以

上
の
働
き
た
い
方
は
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

仕
事
内
容
な
ど
詳
し
く

は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
4
月
8
日(

水)

午
後
1
時
30
分
～

問
・
申
・
会
富
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
２
２
―
７
７
９
―
１
３
８
８

４
月
１
日
現
在
で
65
歳
の
方

公
的
年
金
か
ら
の
住
民
税
特
別
徴
収
が
開
始

【
対
象
者
】

　
前
年
中
に
公
的
年
金
等
の
支
払
い
を
受
け
て

い
る
方
、
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の

場
合
等
は
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・�

老
齢
基
礎
年
金
等
の
給
付
額
の
年
額
が
18
万

円
未
満
で
あ
る
場
合

・�

当
該
年
度
の
特
別
徴
収
額
税
が
老
齢
基
礎
年

金
等
の
給
付
額
の
年
額
を
超
え
る
場
合

【
対
象
と
な
る
年
金
】

　

�

老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生
年
金
・
退
職
共

済
年
金
な
ど
（
障
害
者
年
金
や
遺
族
年
金
は

対
象
外
）

【
開
始
時
期
】
10
月
に
支
払
わ
れ
る
年
金
か
ら

問
税
務
課　
住
民
税
担
当

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
１
８

固
定
資
産
税
縦
覧
・
閲
覧
制
度

　
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る
書

類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代
理
の
場
合
は
委
任

状
、
借
地
・
借
家
人
の
方
は
、
賃
貸
借
契
約
書

の
写
し
な
ど
が
必
要
で
す
。

【
対
象
】�

縦
覧　
納
税
者(

非
課
税
者
は
除
く)

　
　　
　
閲
覧　
納
税
者
、
借
地
・
借
家
人

【
期
間
】
4
月
1
日(

水)

～
６
月
１
日(
月)

【
会
場
】
市
役
所
1
階
税
務
課

問
税
務
課　
固
定
資
産
税
担
当

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
３
１
１
９

4
月
は
20
歳
未
満
飲
酒
防
止
強
調
月
間

　
20
歳
未
満
の
方
が「
な
ぜ
お
酒
を
飲
ん
で
は
い

け
な
い
の
か
」に
つ
い
て
家
庭
や
地
域
社
会
に
お

い
て
丁
寧
に
説
明
す
る
な
ど
、
大
人
の
責
務
と

し
て
社
会
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
仙
台
北
税
務
署　
☎
０
２
２
―
２
２
２
―
８
１
２
１

４
月
中
旬
に
各
お
知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書

　
国
民
健
康
保
険
税
を
仮
算
定
し
た
第
１
期
と

第
２
期
分
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
前
年
の
所
得
等
に
基

づ
い
て
算
定
し
ま
す
が
、
そ
の
所
得
が
確
定
す

る
の
が
６
月
の
た
め
、
そ
れ
ま
で
は
令
和
7
年

度
に
課
税
さ
れ
た
額
の
10
分
の
２
相
当
額
を
暫

定
的
に
第
１
期
、
第
２

期
と
し
て
課
税
し
ま
す
。

　

な
お
、
第
３
期
か
ら

第
10
期
分
は
、
所
得
確

定
後
の
７
月
に
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

令
和
８
年
度
仮
徴
収
の
お
知
ら
せ

　

令
和
８
年
度
に
新
た
に
特
別
徴
収(

年
金
天

引
き)

で
納
付
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
６

月
・
８
月
に
特
別
徴
収
す
る
額
（
仮
徴
収
額
）

を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　
前
年
度
か
ら
継
続
し
て
特
別
徴
収
の
対
象
の

方
は
、
仮
徴
収
額
が
２
月
分
と
同
額
と
な
る
た

め
、今
回
の
お
知
ら
せ
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
10
月
・
12
月
・
２
月
の
特
別
徴
収
額

は
、
介
護
保
険
料
は
６
月
に
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
は
７
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

納
付
方
法
の
変
更

　
国
民
健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
は
、
納
付
方
法
を
特

別
徴
収(

年
金
天
引
き)

か
ら
口
座
振
替
に
変
更

で
き
ま
す
。

　

変
更
方
法
な
ど
の
詳

細
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
税
務
課　
保
険
税
担
当

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
３
１
６
４

富谷市民バス無料乗車証の交付
　4月1日(水)から利用できる無料乗車証を、新たに対象
となる皆さんへ3月下旬より随時郵送しています。

【対象者】
・�令和8年度(令和9年3月31日まで)に70歳になられる方
・遠距離通学者（教育委員会が認めた児童）
※�「既に70歳以上となっている方」や「60歳以上で運転

免許証を返納した方」も、随時無料乗車証を交付して
いますので、希望される方は問い合わせください

※�現在、無料乗車証をお持ちの方（70歳以上の方など）は、
令和8年度以降も引き続きご利用できます

問 企画政策課　交通政策推進室　☎022-358-3248

養
育
里
親
・
養
子
縁
組
里
親
登
録
研
修

　
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
家
庭
で
暮
ら
せ
な

い
子
ど
も
た
ち
を
、
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ

育
て
る「
里
親
」が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
里

親
」
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
方
の
た
め
の
、

登
録
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

【
受
講
申
込
期
間
】

　
４
月
８
日（
水
）～
5
月
８
日（
金
）

【
基
礎
研
修
日
程
】
講
義
：
6
月
６
日（
土
）

　
　
　
　　
　
　
　
実
習
：
６
月
20
日（
土
）

【
登
録
前
研
修
日
程
】

講
義
：
7
月
４
日（
土
）、
５
日（
日
）

実
習
：
7
月
中
の
連
続
し
た
2
日
間

申
お
住
ま
い
の
地
域
を
管
轄
す
る
児
童
相
談
所

　
　
富
谷
市
に
お
住
ま
い
の
方

　
　
　
宮
城
県
中
央
児
童
相
談
所
黒
川
支
所

　
　
　
☎
０
２
２
―
３
４
１
―
６
９
８
５

問
み
や
ぎ
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
け
や
き

　

☎
０
２
２
―
７
１
８
―
１
０
３
１

富谷市シルバー人材
センターホームページ

詳細は
こちら

募集



人
人
人
世帯

（　  　）
（  　　）
（  　　）
（　　  ）

人口
男
女
世帯数

市民税・県民税
固定資産税
軽自動車税
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料

4月 5月 6月

1期

7月

1期
全期

8月 9月
1期

2期
1期

1月

2期

3期

1期

2月
2期

4期
2期
2期

3月

3期

5期

3期

52,448
25,777
26,671
20,988

今月の納期限／4月30日（木） 市の人口（3/17現在）税務課　収納対策室　☎022-358-0519

－
＋
－
＋

21
2

23
35

問

10月
3期

6期
3期
4期

11月

4期

7期

5期

12月
4期

8期
4期
6期

9期

7期

10期
5期
8期 9期

コンビニエンスストアでの納付も可能です。

※（　）内は前月比

インフォメーションインフォメーション インフォメーションインフォメーション
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4月の窓口延長日　�4月6日（月）、20日（月）　開庁時間　8：30～19：00　市役所1階(市民課・税務課・生活環境課・子育て支援課・
健康推進課・長寿福祉課・地域福祉課・会計課)　 
※2階窓口および各出張所は8：30～17：15までです

　市では、5月から富谷市こどもの学習・生活支援事業を実施
します。子どもの生活の向上を図ることを目的とし、安心して
過ごせる居場所づくりを行います。

【対 象 者】�市内に居住する小学４年生から高校
生年代の子ども

【実施時期】�令和８年5月～令和９年３月までの期
間で原則として週1回実施

【参 加 費】�無料（会場までの交通費などは参加
者の負担です）

問 子育て支援課　☎022-358-0516

富谷市こどもの学習・生活支援事業

富谷市子どもにやさしいまちづくり条例制定

　市では、こどもの権利を保障し、地
域全体で子どもにやさしいまちづくり
を推進することにより、こどもが生涯
にわたり希望を持ち他者を思いやる心
を育みながら幸せに暮らすことのでき
るまちを実現することを目的に、「富
谷市子どもにやさしいまちづくり条
例」を制定しました。
　条例の前文では、富谷市が地域全体
でこどもを大切にし、全てのこどもの
権利を尊重することや、こどもの生涯
にわたる幸せのために子どもにやさし
いまちづくりを推進していくこと、ま
た、こどもにやさしいまちは全ての人
にやさしいまちであることのメッセー
ジを伝えています。
　条例のリーフレットは広報とみや5
月号とあわせて配布予定です。
問 とみや子育て支援センターとみここ
　☎022-343-5528

富谷市子どもにやさしいまちづくり条例(前文)
　「富谷市には　大きい山がない　大きい川にも恵まれない　海にも接し
ていない　豊かにあるのはこどもたちだ　この子らをまちの財産にしたい　
みんなで育てたい」
　私たちはこの願いのもと、こどもたちを大切に思う気持ちを受け継ぎ、
地域で健やかに育くむために、平成30年より子どもにやさしいまちづく
りを推進してきました。
　全てのこどもは、今を生きる、かけがえのないひとりの人間として尊重
されるべき大切な存在です。そして、生まれながらにして幸せな人生を送
るための様々な権利をもっています。
　大人もこどもも、一人ひとりの個性や権利が自分にも他の人にもあるこ
とを理解し、お互いを大切にすることが大事です。
　また、大人はこどもの権利を守るとともに、こどもが挑戦や失敗をくり
返し、有する力を発揮しながら成長していく姿を応援します。そして、地
域でこどもを見守るやさしいまちは、こどもをはじめ、全ての人にとって
心豊かで平和に暮らせるやさしいまちになります。
　富谷市の全てのこどもたちが幸せな人生を送るために、また、こどもた
ちが郷土を愛し誇れるまちづくりを推進していくために、この条例を制定
します。

市公式
ホームぺージ

（4月1日公開）

5月から
実施

就
学
援
助
制
度

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な
小
・

中
学
生
の
保
護
者
の
方
へ
、
学
用
品
費
、
校
外

活
動
費
な
ど
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

　
申
請
書
や
案
内
は
、
通
学
し
て
い
る
学
校
や

学
校
教
育
課
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
希
望
す
る
方
は
、
案
内
を
確
認
し
、
申
請
書

を
必
要
書
類
と
一
緒
に
学
校
ま
た
は
学
校
教
育

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

す
で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
5
月
中
旬

ご
ろ
に
学
校
か
ら
申
請
書
が
配
布
さ
れ
ま
す

【
申
請
受
付
期
間
】
4
月
30
日(

木)

ま
で

※
期
間
後
の
提
出
は
減
額
と
な
り
ま
す

問
学
校
教
育
課

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
２
１

インフォメーションインフォメーション インフォメーションインフォメーション
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テ
レ
ビ
の
受
信
障
害
対
策

　

4
月
16
日(

木)

か
ら
の
携
帯
電
話
に
関
す
る

試
験
電
波
発
射
に
伴
い
、
一
部
地
域
に
お
い
て

テ
レ
ビ
映
像
に
影
響
が
出
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
影
響
が

出
た
場
合
は
、
無
償
で
回

復
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問(

一
社)

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用
推
進
協
会

　

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー

　

ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
―
７
０
０
―
０
１
２

公
園
愛
護
制
度
の
協
力
団
体
を
募
集

　
市
と
地
域
住
民
な
ど
が
連
携
し
あ
い
、
協
働

す
る
こ
と
で
公
園
に
対
す
る
愛
着
心
を
育
み
、

快
適
で
美
し
い
公
園
の
維
持
・
向
上
を
目
的
に

協
力
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

団
体
の
募
集
要
件
や
活

動
内
容
な
ど
に
つ
い
て
詳

し
く
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
込
】
４
月
30
日（
木
）ま
で

問
・
申
都
市
計
画
課

　
　
　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
２
７

生
垣
・
庭
木
の
剪
定
を
行
い
ま
し
ょ
う

　

張
り
出
し
て
い
る
生
垣

等
が
原
因
で
歩
行
者
や
車

両
に
事
故
が
発
生
し
た
場

合
、
樹
木
の
所
有
者
が
責

任
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
剪
定
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
都
市
整
備
課　
維
持
管
理
室

　
☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
２
５

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助　

　
購
入
金
額
の
２
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。
希

望
の
方
は
、
購
入
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
上
限
額
】
３
万
円　

【
基　
数
】
20 

基

問
・
申
生
活
環
境
課

　
　
　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
１
５

王
城
寺
原
演
習
場
訓
練
予
定 

　
訓
練
に
伴
い
、
1
～
30
日
の
間
に
騒
音
が
発

生
す
る
見
込
み
で
す
。

（
射
撃
時
間　

午
前
8
時
～
正
午
、
午
後
1
時

～
午
後
5
時
）

問
大
和
駐
屯
地　
業
務
隊
管
理
科

　

☎
０
２
２
―
３
４
５
―
２
１
９
１

春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
を
展
開
中

徹
底
し
よ
う
！
農
業
機
械
の
転
落
・
転
倒
対
策

【
期
間
】
6
月
30
日(

火)

ま
で

問
農
林
振
興
課

　

☎
０
２
２
―
３
５
８
―
０
５
２
３

黒
川
地
区
結
婚
相
談
所
を
開
設

　
結
婚
を
希
望
す
る
方
や
そ
の
家
族
を
対
象
に

結
婚
に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
4
月
12
日(

日)

、
13
日(
月)

　
　　
　

午
前
9
時
～
午
後
４
時(
要
予
約)

【
会
場
】�

大
郷
町
中
央
公
民
館

【
対
象
】�

富
谷
・
黒
川
地
域
内
の
各
市
町
村
に

住
所
や
勤
務
地
が
あ
る
方
、
ま
た
は

そ
の
家
族

問
・
申
黒
川
地
区
後
継
者
対
策
推
進
協
議
会

　
　
　

事
務
局
（
大
和
町
役
場
総
務
課
内
）

　
　
　

☎
０
２
２
―
３
４
５
―
１
１
１
２

◇ビッグハウス
　富谷店
◇食品館イトー
　仙台泉店
◇デイリーポート
　新鮮館　富谷店

おんないん会直売インフォメーションおんないん会直売インフォメーション
問 農林振興課　☎022-358-0523

おんないん会では、旬な富谷産の野菜や果物を直売しています。

4月の旬野菜
「イチゴ」「花菜(はなな)」「小松菜」

　市が管理する市道の維持管理にご協力いただける団体を募
集します。

【要件】
・�町内会、企業市民グループなどの構成員5人以上20人以内

の団体
・�概ね100m以上の対象区間で年２回以上、１年以上継続的

に活動できる団体
※�春・秋の「クリーン作戦」における活動や町内会の「日曜

清掃」などは対象外となります
※�対象区間の選定については、市と団体が協議し決定するこ

ととします
【活動内容】除草（人力・機械）、街路樹の剪定
【市が行う支援】
・�傷害保険・賠償責任保険への加入
・�安全対策に必要なカラーコーン等の貸与
・�活動に必要なゴミ袋や土のう袋等の支給および回収
・�活動団体からの要請に基づく現地指導や助言
・�活動団体に報酬金の交付

【募集】5月29日（金）まで
　申し込みなどの詳細は、市公式
ホームページをご覧になるか問い
合わせください。

　犬の飼い主は、年１回狂犬病予防注射を必ず受
けさせることになっています。

【日程】4月13日(月)～17日(金)
【料金】登録をしている犬3,600円
　　　　登録をしていない犬6,600円
　詳しくは広報とみや３月号または
市公式ホームページをご覧ください。
問・申 生活環境課
　　　☎022-358-0515

とみやロードサポート制度
市道の維持管理の協力団体

狂犬病予防集合注射を行います

問・申 都市整備課　☎022-358-0525

募集

犬の飼い主
の皆さんへ

市公式
ホームページ

市公式
ホームページ

市公式
ホームページ

婚活
応援

募集
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4月の無料相談 予約制

人権・行政・生活相談　問 市民協働課　☎022-358-3250
日　時 4月8日(水)、22日(水)　10:00～15:00
会　場 市役所3階会議室　ほか

備　考
対象は富谷市民。相談は人権擁護委員(8・22日)、
生活相談員(8・22日)、行政相談委員(8日)、行政
書士(8日)、司法書士(22日)が受け付けます。

法律相談　問 市民協働課　☎022-358-3250
日　時 4月17日(金)　10:00～15:00
会　場 市役所3階会議室（1人30分、年度内3回まで）

障がい者等相談支援窓口（地域福祉課内）　☎022-358-3396
日　時 平日　8:30～17:15

富谷市自立相談支援センター（地域福祉課内）　
☎022-358-3391
日　時 平日　8:30～12:00、13:00～17:15

ひきこもり・思春期こころの相談　
問 ・会 宮城県塩釜保健所　☎022-365-3153
日　時 4月8日(水)　13:30～

不登校相談窓口　こども家庭センター（子育て支援課内）（予約不要）
☎022-358-0516
日　時 平日　8:30～17:15

教育相談　問 学校教育課（予約不要）　☎022-358-3123

日　時 平日　9:30～16:00

会　場 市役所会議室ほか　※電話での相談も可

消費生活相談（電話相談は予約不要）　☎022-358-3190

日　時 毎週月・木曜日　10:00～12:00、13:00～16:00
（最終受付15：30）

会　場 市役所3階会議室　ほか

上記日時
以外

宮城県消費生活センター　☎022-211-3123
消費者ホットライン　☎188

みやぎ女性のための出張相談
問 ・申 子育て支援課　☎022-358-0516

日　時 4月20日(月) ①10:30～  ②13:00〜  ③14:30〜

会　場 市役所3階会議室

備　考 4月17日（金）　15:00までに電話で申込。

医師による「もの忘れ」相談
問 ・会 保健福祉総合支援センター　☎022-348-1138

日　時 4月9日(木)　14:30～16:30（訪問相談も可）

・�宮城県こども夜間安心コール　☎#8000 
※プッシュ回線以外の固定電話からかける場合（☎022-212-9390）

　《案内時間》19：00〜翌8：00
・おとな救急電話相談　☎#7119
　※プッシュ回線以外の固定電話からかける場合（☎022-706-7119）
　《案内時間》24時間365日

4/5
（日）

たいとみ胃腸内科医院 
（日吉台） 
☎022-725-7201

4/12
（日）

ひろこクリニック 
（大和町吉岡） 
☎022-345-2630

4/19
（日）

富ケ丘内科・アレルギー科 
（富ケ丘） 
☎022-343-5512

4/26
（日）

新富谷S・Sレディースクリニック 
（産婦人科）(成田) 
☎022-348-3534

4/29
（水・祝）

日吉台きむら内科 
(日吉台) 
☎022-348-0722

休 日 当 番 医

休 日 ・ 夜 間 の 救 急 相 談 （夜間・土曜日、日曜日、祝休日）

【左記以外で夜間・休日診療の医療機関】
・公立黒川病院
� （大和町吉岡）☎022-345-3101
・北部急患診療所
� （青葉区堤町）☎022-301-6611
・急患センター
� （若林区舟丁）☎022-266-6561
・夜間休日こども急病診療所
� （太白区あすと長町）☎022-247-7035

【平日・土日夜間診療医療機関】  
・仙台オープン病院（宮城野区鶴ケ谷） 
� ☎022-252-0100 ※救急事務直通 
　《診療時間》 
　平日　　　　　　　　18:00～翌8:00 
　土、日曜日、祝休日　 8:00～翌8:00 
　《診療科目》 
　内科（�消化管・肝胆膵内科、循環器内科、

呼吸器内科）
　外科（消化器外科、心臓血管外科）

1. �休日当番医は、休日の急な病気やけがを診療・応急処置するための仕組みであり、受けられ
る検査・治療が限られる場合や、他の医療機関を紹介させていただく場合があります。受診
を希望する際は、事前に電話で症状（発熱の有無など）をお知らせし、ご相談ください。

2. �受付時間や当番医は変更となる場合がありますので、あらかじめ電話で問い合わせください。

「
生
き
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斐
」

救急車を呼ぶべき？応急処置が知りたい等の相談ができます。

受付時間　9:00～17:00
※�急病患者数が過多となった場合、早期に受付

を終了する場合があります
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トレーニング室利用講習会（無料）
　講習を受けると１回100円（高校生50円）で武道館ト
レーニング室を利用することができます。

【日時】①4月11日（土） 9:00～11:00
　　 　②4月22日（水）19:30～21:00

【会場】富谷武道館内トレーニング室
【対象】高校生以上　
【定員】各回20人（先着順）
【申込】�氏名・住所・電話番号・生年月日・受講希望日を

記載の上、電話やメール、ファクスで講習会の前
日までに申し込みください。

※�運動着・屋内用運動靴・筆記用具・顔写真（縦2.5㎝×
横2㎝、白黒不可）を持参ください

スポーツ相談室（無料）
　スポーツトレーナーが個々の目的に応じた効果的なト
レーニングメニューの作成等を行います。

【日時】①4月 8日（水）19:30～21:00
　　 　②4月15日（水）19:30～21:00

【会場】富谷武道館内トレーニング室
【対象】トレーニング室利用者
【定員】各回5人（事前予約可）

春季硬式テニススクール参加者募集
【日　時】�5月13日（水）、20日（水）、27日（水）、 

6月10日（水）、17日（水）、24日（水）、
　　　　　7月1日（水）、8日（水）
　　　　　（全８回、水曜日）10：00～11：30

【会　場】富谷市総合運動公園テニスコート
　　　　　（雨天時はスポーツセンターで行います）

【対　象】富谷市民の方　40人
【参加料】1,000円（傷害保険代）
【申　込】4月10日(金)13：00～（先着順）
　　　　　�氏名、住所、電話番号、生年月日、性別、ラケ

ットの有無を記載の上、メールまたはFAXにて、
申し込みください。

富谷市スポーツ少年団結団式
【日時】5月9日（土）9:00～11:30
【会場】富谷スポーツセンター
【対象】市登録スポーツ少年団員

令和8年度スポーツ少年団の登録
　4月1日より令和8年度スポーツ少年団のWeb登録
申請を開始します。期限内に登録手続きをお願いしま
す。

【申請期限】6月30日（火）まで

生涯スポーツ活動振興事業費補助金について　　
　市では競技力の向上とスポーツ振興への寄与を目的に、
県代表として全国大会以上の大会に出場される方へ補助
金を交付しています。

【対象大会】・国内予選で出場権を得た国際大会
　　　　　　・�国、または日本スポーツ協会加盟団体が主

催して行う全国大会
【交付対象】選手として出場する小学生以上の市民
【交付申請】大会終了後１カ月以内に申請ください

第15回（84回）富谷市民ゴルフ大会
【日時】5月6日（水・祝）7:30～
【会場】富谷カントリークラブ
【対象】�富谷市に居住(中学生以上)または市内に勤務する方
【申込】4月18日（土）まで
　　 　�地区幹事または富谷カントリークラブまで申し込

みください。

第3回富谷市長杯パークゴルフ大会　　
【日時】5月25日（月）9:30～
【対象】小学生以上の富谷市民
【定員】100人　※定員に達し次第応募を締め切ります
【申込】�4月1～30日の間に必要事項を申込書に記入の

上、やすらぎパークとみや管理棟窓口まで提出（フ
ァクス可能）してください。申込書は、市公式ホ
ームページから入手していただくか、管理棟窓口
にて配布しています。

問・申 とみやスポーツクラブ事務局　
　　　平日 13:00～17:00
　　　☎022-341-3126　 022-341-3127
　　　 sportstomiya@gmail.com

問 富谷カントリークラブ　☎022-358-2178
　富谷市ゴルフ協会
　会長　佐藤　　　　　　☎090-3123-6566

問 やすらぎパークとみや管理棟　
　☎022-341-1711 　 022-341-2174

問 生涯学習課　☎022-358-5400


